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上
田
市
で
投
票
で
き
る
方

　

平
成
５
年
７
月
22
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

　

平
成
25
年
４
月
３
日
ま
で
に
上
田

市
に
住
民
登
録
し
、
引
き
続
き
市
内

に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

市
内
で
転
居
さ
れ
た
方

　

６
月
20
日
ま
で
に
市
内
転
居
の
届

出
を
し
た
方
は
、
転
居
後
の
住
所
地

の
投
票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

　

６
月
21
日
以
降
に
市
内
転
居
の
届

出
を
し
た
方
は
、
転
居
前
の
住
所
地

の
投
票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

前
住
所
地
の
市
区
町
村
で

投
票
で
き
る
方

（
市
外
か
ら
転
入
し
た
方
）

　

平
成
25
年
４
月
４
日
以
降
に
上
田

市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
転
入
前
に

一
定
期
間
住
民
登
録
の
あ
っ
た
市
区

町
村
で
の
投
票
に
な
り
ま
す
。

投
票
所
入
場
券

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

住
所
に
投
票
所
入
場
券
を
郵
送
し
ま

す
。

　

入
場
券
は
、
昨
年
か
ら
封
書
形
式

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

裏
面
に
期
日
前
投
票
の
際
に
使
用

す
る
期
日
前
投
票
宣
誓
書
を
印
刷
し

て
い
ま
す
の
で
、
次
ペ
ー
ジ
の「
期

日
前
投
票
は
簡
単
・
便
利
」を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

投
票
所

　

投
票
所
の
場
所
は
、
郵
送
で
送
付

す
る
入
場
券
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

ご
確
認
の
う
え
、
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間

　

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午

後
８
時
で
す
。　

投
票
方
法

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
２
種
類
の
投

票
を
し
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
上
図「
投
票
の
手
順
の

例
」の
と
お
り
、
受
付（
手
順
①
）を

済
ま
せ
た
後
、
最
初
に「
長
野
県
選

出
議
員
選
挙
」の
投
票
用
紙
を
受
け

取
り
ま
す
。
候
補
者
の
氏
名
を
記
入

し
、投
票
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い（
手

順
②
〜
④
）。

　

次
に「
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
」

の
投
票
用
紙
を
受
け
取
り
ま
す
。
比

例
代
表
選
出
議
員
選
挙
は
名
簿
登
録

者
の
氏
名
ま
た
は
政
党
、
そ
の
他
の

政
治
団
体
の
名
称
、
ま
た
は
略
称
を

記
入
し
て
投
票
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ

い（
手
順
⑤
〜
⑦
）。

　

手
や
目
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
に

よ
り
自
分
で
記
入
で
き
な
い
方
は
、

投
票
所
の
係
員
が
代
わ
っ
て
投
票
用

紙
に
記
入
す
る「
代
理
投
票
」の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
目
が
不
自
由
な
方
は
点
字

投
票
が
で
き
ま
す
。
受
付
で
係
員
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

期　　日／７月21日㈰
投票時間／午前７時～午後８時
　選挙公報は、新聞折込または各家庭への直接配布
によりお届けします。
　　今回の選挙は、今後の国政を託す人を選ぶ大切な選挙です。
　　よく調べて、じっくり考えて、しっかり投票しましょう！

　  選挙管理委員会事務局　TEL23・5438

「
投
票
日
が
７
月
21
日
㈰
に
な
っ
た
場
合
」の
選
挙
権
や
投
票
方
法
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

通
常
国
会
の
閉
会
時
期
に
よ
り
、
投
票
日
や
投
票
で
き
る
方
な
ど
が
変
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
25
年
６
月
20
日
現
在
の
情
報
に
基
づ
き
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。 
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期
日
前
投
票
は
簡
単
・
便
利

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投

票
所
に
行
か
れ
な
い
方
に
は
、
投
票

日
前
に
投
票
を
済
ま
せ
る「
期
日
前

投
票
」の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

入
場
券
の
裏
面
に
印
刷
さ
れ
て
い

る「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
」に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
期
日
前
投
票
所
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

期
日
前
投
票
の
場
所
や
期
間
な
ど

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
期
日
前
投
票
は
、
住
所
地

に
関
係
な
く
い
ず
れ
の
投
票
所
で
も

投
票
が
で
き
ま
す
。

○
場
所
／
期
間

　

旧
福
祉
会
館
２
階（
市
役
所
斜
め

向
か
い
側
）、
丸
子
・
真
田
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
／
７
月
５
日
㈮
〜

20
日
㈯

　

武
石
・
豊
殿
・
塩
田
・
川
西
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
／
７
月
13
日
㈯
〜

20
日
㈯

○
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

○
持
ち
物

　

投
票
所
入
場
券（
届
い
て
い
な
い

場
合
、
ま
た
は
紛
失
し
た
場
合
で

も
投
票
で
き
ま
す
）

郵
便
な
ど
に
よ
る

不
在
者
投
票

　

障
害
者
手
帳（
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
）を
持
っ
て
い
て
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
方
や
、
介
護
保
険
の

被
保
険
者
証
に
要
介
護
５
と
記
載
さ

れ
て
い
る
方
は
、
在
宅
の
ま
ま
郵
送

な
ど
に
よ
り
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
所
定

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
早
め
に
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

病
院
な
ど
で
の

不
在
者
投
票

　

指
定
さ
れ
た
次
の
29
施
設
で
は
、

そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
院
長
な
ど
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
市
内
の
指
定
施
設

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
、
安
藤

病
院
、
千
曲
荘
病
院
、
上
田
病
院
、

小
林
脳
神
経
外
科
神
経
内
科
病

院
、柳
沢
病
院
、報
恩
寮
、長
寿
園
、

室
賀
の
里
、
ロ
ー
マ
ン
う
え
だ
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
う
え
だ
敬
老

園
、ケ
ア
ハ
ウ
ス
う
え
だ
敬
老
園
、

し
も
の
ご
う
敬
老
園
、
上
田
し
い

の
み
園
、
し
い
の
み
療
護
園
、
御

所
苑
、ほ
の
ぼ
の
、チ
ェ
リ
ー
ガ
ー

デ
ン
、
い
ず
み
の
、
鹿
教
湯
病
院
、

三
才
山
病
院
、
丸
子
中
央
総
合
病

院
、
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
そ
よ
か

ぜ
病
院
、
ケ
ア
ま
る
こ
、
し
お
が

わ
敬
老
園
、
ベ
ル
ポ
ー
ト
ま
る
こ

東
、
ベ
ル
ポ
ー
ト
ま
る
こ
西
、
ア

ザ
レ
ア
ン
さ
な
だ
、
と
も
し
び

他
市
区
町
村
で
の

不
在
者
投
票

　

滞
在
先
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
も
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
所
定
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
投
票
ま
で
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

候
補
者
や
政
党
の
政
見
な
ど
を
掲

載
し
た
選
挙
公
報
を
、
新
聞
折
込
、

ま
た
は
郵
便
受
け
に
直
接
配
布
す
る

方
法
に
よ
り
各
家
庭
に
お
届
け
し
ま

す
。

　

な
お
、
市
役
所
、
各
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
公
民
館
な
ど
で
も
配

布
し
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（「
上
田
市
選

挙
」で
検
索
）に
、
投
票
所
の
場
所
を

示
す
地
図
や
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.city.ueda.nagano.

jp/hp/sys/20091103000000674.
htm
l

）
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投票区 投票所 対象自治会

1 上田市東部保育園 上常田　中常田　下常田　
北常田　常入

2 踏入公会堂 踏入　泉町
3 上田市中央公民館 材木町　愛宕町　鍛冶町

4 南天神町自治会館 南天神町　泉平　北天神町
天神の杜

5 上田市役所

松尾町　鷹匠町　本町　
末広町　大手町　横町　
海野町　原町　袋町　
丸堀町

6 上田明照会甘露保育園
馬場町　田町　上川原柳町
下川原柳町　上鍛冶町　
上房山　下房山

7 上田市立北小学校旧図工室 新田

8 北大手町会館 木町　北大手町　柳町　
上紺屋町　下紺屋町

9 緑が丘会館 緑が丘　新屋　緑が丘北
10 西脇会館 鎌原　西脇　新町　諏訪部

11 上田市西部公民館 生塚　常磐町　緑が丘西　
城北

12 上田市秋和児童センター 秋和
13 上田市塩尻地区公民館 上塩尻
14 下塩尻公民館 下塩尻
15 大屋公会堂 大屋
16 上青木公民館 上青木　梅が丘　久保林

17 みすず台南公民館 下青木　みすず台南　
みすず台北

18 上田市立神川小学校体育館 岩下　上沢　下堀　上堀
19 国分公民館 黒坪　国分
20 諏訪形公民館 小牧　諏訪形　三好町
21 上田市城下保育園 中村　朝日ケ丘
22 須川公会堂 須川
23 御所公会堂 御所
24 中之条公会堂 中之条
25 千曲町団地集会室 千曲町

26 上田市古戦場公園コミュニ
ティセンター（下之条公民館） 下之条

27 上田原自治会館 上田原
28 川辺町会館 川辺町
29 神畑公民館 神畑
30 上田創造館 倉升
31 上半過ふれあいセンター 半過
32 築地自治会館 築地　東築地

33 上田市川辺・泉田地区防災
センター 福田　吉田

34 伊勢山生活改善センター 畑山　伊勢山　富士見台　
住吉が丘

35 野竹公民館 神科新屋　野竹　西野竹
36 岩門集落センター 笹井　川原　岩門

37 上田市染屋交流センター
（染屋自治会館） 染屋

38 山口自治会館 山口　蛇沢　金井
39 上田市神科児童センター 大久保　長島　金剛寺

40 上田市農村環境改善センター
（豊殿地域自治センター）

森　大日木　長入　宮之上
小井田　林之郷　漆戸

41 町吉田生活改善センター 中吉田　町吉田　ひかり　
桜台　下吉田

42 上田市まほろばの里
交流会館 下郷　岩清水　矢沢　赤坂

43 塩田地域自治センター 上本郷　中野　学海南　
学海北

投票区 投票所 対象自治会
44 五加自治会館 東五加　五加

45 上田市塩田北保育園 下本郷　上小島　下小島　
保野

46 舞田公民館 舞田　八木沢　八舞　
セレーノ八木沢

47 上田市東塩田児童センター 平井寺　鈴子　石神　柳沢
48 下之郷公民館 下之郷　桜
49 上田市塩田構造改善センター 下組　富士山中組　奈良尾

50 西塩田会館 十人　塩田新町　東前山　
西前山

51 上田市西塩田保育園 手塚　山田

52 上田市相染閣（あいそめの湯） 野倉　分去　大湯　院内　
上手

53 浦野公民館 浦野　越戸　浦野南団地
54 上田市浦里保育園 仁古田　岡　藤之木
55 上田市室賀生活改善センター 下室賀　ひばりヶ丘
56 上田市室賀基幹集落センター 上室賀
57 小泉区民会館 小泉
58 上田市鹿教湯温泉交流センター 西内
59 平井公民館 平井
60 上田市東内保育園 荻窪　和子　下和子
61 上田市丸子文化会館 三反田　腰越

62 丸子地域自治センター 辰ノ口　海戸　沢田　
八日町

63 上田市中丸子保育園 中丸子　下丸子
64 中山公民館 御嶽堂

65 上田市コミュニティ
センター熊の森（飯沼公民館） 飯沼

66 茂沢公民館 茂沢
67 尾野山公民館 尾野山
68 上田市長瀬市民センター 上長瀬　町組　下長瀬

69 上田市コミュニティ
センター塩川 石井　狐塚

70 南方公民館 坂井　郷仕川原　南方
71 藤原田公民館 藤原田

72 上田市菅平高原
国際リゾートセンター 菅平

73 渋沢公民館 大日向（渋沢）
74 大日向公民館 大日向（渋沢を除く）
75 上田市真田生涯学習館 角間　横沢　真田　十林寺

76 真田地域自治センター 石舟　戸沢　つくし　横尾
四日市　荒井

77 上田市そえひ保育園 大庭　曲尾　萩

78 上田市傍陽西部地区
コミュニティセンター 入軽井沢　岡保　傍陽中組

79 横道公会堂 田中　下横道　中横道　
上横道　穴沢　三島平

80 上田市本原担い手
研修センター

上原　下郷沢　中原　表木
町原

81 竹室公民館 小玉上郷沢　赤井　下塚　
竹室

82 下原公民館 大畑　下原　出早
83 沖公民館 鳥屋　沖

84 上田市武石公民館 藪合　中島　七ヶ　片羽　
堀之内　市之瀬

85 武石ふれあい教室 下本入　権現　下小寺尾

86 上本入生活改善センター 上小寺尾　唐沢小原　
築地原　大布施巣栗　西武

87 小沢根公民館 小沢根
88 余里公民館 余里

投票所は次のとおりです
表中、太文字の自治会（半過）は、投票所が変更になっています。お確かめのうえ、お間違えのないようお願いします。
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選挙制度が変わります
1 インターネットを使った選挙運動

4 4 4 4

ができるようになります。
　公職選挙法改正法施行日（平成25年５月26日）以後、初めて公示される国政選挙（衆議院議員総選挙または
参議院議員通常選挙）の公示日以降に、公示・告示される国政選挙および地方選挙について適用されます。
①有権者は、ウェブサイトなど（ホームページ、ブログ、ツイッターやフェイスブックなどのSNS、動画共
有サービス、動画中継サイトなど）を利用した選挙運動が可能となりますが、電子メール（SMTP方式およ
び電話番号方式）を利用した選挙運動は引き続き禁止されています。
②候補者・政党などは、ウェブサイトや電子メールを利用した選挙運動が可能になります。

　泫・選挙運動とは、特定の選挙について、特定の候補者の当選を目的とし、投票を得
え

または得させるため
に、直接または間接に有利な行為のことです。

　　・選挙運動は、公示・告示日から投票日の前日までしか行うことができません。
　　・未成年者などは選挙運動をすることができません。

●これらの禁止行為は処罰の対象となります！
　～選挙運動の方法などに関する規制（例）～
　　◆有権者は電子メールを使って選挙運動をしてはいけません！
　　◆HP（ホームページ）や電子メールなどを印刷して頒布してはいけません！

　　◆未成年者の選挙運動は禁止されています！
　　◆選挙運動期間以外に選挙運動をしてはいけません！

　～誹
ひ

謗
ぼう

中
ちゅう

傷
しょう

・なりすまし
3 3 3 3 3

などに関する規制（例）～
　　◆候補者に関し虚偽の事項を公開してはいけません！
　　◆氏名などを偽

いつわ

って通信してはいけません！
　　◆悪質な誹謗中傷行為をしてはいけません！
　　◆候補者などのウェブサイトを改ざんしてはいけません！
　　※詳細は市ホームページ（http://www.city.ueda.negano.jp/hp/senkan/2013051162506798.html）でも
　　　ご覧いただけます。

2 成年被後見人の選挙権が回復します。
　公職選挙法改正法施行日の翌日（平成25年７月１日）以後に公示または告示される選挙について
適用されます。
　成年被後見人の選挙権および被選挙権の欠格条項が削除されます。その結果、成年被後見人は、
選挙権および被選挙権を有することになります。
　投票所入場券は、世帯ごとに発行されますので、該当する方は、世帯主名でお送りする投票所入
場券をご確認ください。

インターネットでの
投票はできません。
投票は投票所で！
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◆
災
害
時
相
互
応
援
協
定
の
充
実

　

市
で
は
有
事
へ
の
備
え
を
万
全
な

も
の
と
す
る
た
め
、相
互
応
援
や
物
資

提
供
な
ど
、関
係
機
関
や
団
体
と
の
間

で
様
々
な
協
定
の
締
結
を
積
極
的
に

進
め
て
お
り
、４
月
３
日
に
は
、練
馬

区
、上
尾
市
、上
田
市
の
３
者
に
よ
る

「
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」

の
合
同
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
に
は
、き
っ
か
け
と

な
っ
た
給
水
に
関
す
る
都
市
間
の
連

携
を
は
じ
め
、被
災
者
の
一
時
受
入
れ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
斡あ
っ

旋せ
ん

、市
民
レ
ベ

ル
の
幅
広
い
交
流
の
促
進
な
ど
に
関

す
る
内
容
も
盛
り
込
ん
で
お
り
、災
害

に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

へ
の
備
え
と
し
て
、強
固
な
連
携
体
制

を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

◆
雇
用
対
策
・
も
の
づ
く
り

　

産
業
支
援

　

厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
く
中
、国
の

緊
急
経
済
対
策
に
お
い
て
、地
域
に
根

ざ
し
た
雇
用
創
出
を
目
的
と
し
た「
起

業
支
援
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
」が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。委
託
先
企
業
な
ど
の

成
長
に
よ
り
安
定
し
た
雇
用
の
受
け

皿
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
本

事
業
を
、市
と
し
て
も
積
極
的
に
活
用

し
、地
域
の
雇
用
環
境
の
改
善
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

製
造
業
に
代
表
さ
れ
る「
も
の
づ
く

り
」は
、地
域
産
業
の
大
き
な
柱
で
あ

り
、技
術
や
技
能
の
継
承
と
向
上
を
図

る
た
め
の
人
材
育
成
は
、産
業
の
発
展

に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。昨
年
３
月
に
上
小
高
等
職

業
訓
練
校
が
閉
校
し
ま
し
た
が
、関

係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
、５
月
７
日

に「
上
田
地
域
高
等
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
」が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

再
び
灯と
も

さ
れ
た
技
術
継
承
の
拠
点
の

灯ひ

が
、さ
ら
な
る
発
展
へ
と
導
く
光
明

と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

◆
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　

利
活
用

　

将
来
に
わ
た
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

対
策
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、市
で

は
、有
数
の
日
射
量
を
誇
る
地
域
特
性

を
十
分
に
活い

か
し
た
太
陽
光
発
電
の

一
層
の
普
及
に
向
け
、公
共
施
設
を
活

用
し
た
屋
根
な
ど
の
貸
付
事
業
の
実

施
に
向
け
て
取
組
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

昨
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
状
況
が

大
き
く
変
化
す
る
中
で
、「
上
田
市
地

域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」の
見
直

し
も
図
り
な
が
ら
、市
民
協
働
お
よ
び

市
内
産
業
の
活
性
化
、ま
た
防
災
対
策

の
視
点
も
踏
ま
え
、引
き
続
き
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

◆
交
流
・
文
化
施
設
の
整
備

　

昨
年
着
工
し
た
建
設
工
事
が
来
年

３
月
の
竣し
ゅ
ん

工
を
目
指
し
て
進
む
中
、現

在
、工
事
現
場
の
仮
囲
い
に
は
、市
内

高
校
生
に
よ
る
作
品
展
示
に
加
え
、市

内
の
全
幼
稚
園
・
保
育
園
の
園
児
に

よ
る
創
造
力
あ
ふ
れ
る
元
気
な
作
品

の
展
示
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、子
ど
も
た
ち
の
感
受
性
や

創
造
力
を
育
み
、施
設
の
Ｐ
Ｒ
や
運
営

ス
タ
ッ
フ
の
人
材
育
成
に
も
つ
な
が

る
事
業
展
開
と
し
て
、「
財
団
法
人 

地

域
創
造
」の
支
援
に
よ
り
、８
月
以
降
、

小
・
中
学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
演

劇
系
や
音
楽
系
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
計
画
し
て
い
る
ほ
か
、施
工
業

者
の
提
案
事
業
と
し
て
、８
月
11
日
に

は
、大
型
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

上
田
市
民
会
館
に
お
い
て「
ミ
ッ
ド
・

サ
マ
ー
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

開
館
に
向
け
た
様
々
な
プ
レ
事
業

の
展
開
と
と
も
に
、施
設
の
姿
が
見
え

始
め
る
中
で
、施
設
運
営
の
基
本
事
項

を
定
め
、市
民
の
皆
様
や
ご
利
用
い
た

だ
く
皆
様
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た

６月市議会定例会で提案説明を
行う母袋市長

平
成
25
年　

６
月
市
議
会
定
例
会　

市
長
提
案
説
明　
（
要
旨
）

６
月
３
日
、
平
成
25
年
６
月
市
議
会
が
開
会
し
、
市
長
か
ら
提
案
説
明
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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め
、施
設
設
置
に
係
る
条
例
案
を
提
案

い
た
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
名
称
は
、「
上
田
市
交
流
文

化
芸
術
セ
ン
タ
ー
」お
よ
び「
上
田
市

立
美
術
館
」と
し
、今
後
、市
民
の
皆
様

に
親
し
ま
れ
る
施
設
全
体
の
愛
称
を

募
集
し
決
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
26
年
10
月
２
日
の
オ
ー
プ
ン

を
見
据
え
、市
民
の
皆
様
の
ご
要
望
な

ど
を
伺う
か
が

い
な
が
ら
開
館
記
念
事
業
の

計
画
の
具
体
化
を
進
め
る
な
ど
、文
化

の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
が
着
実
に
進
む

よ
う
事
業
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り

　

平
成
29
年
度
ま
で
の
５
か
年
を
計

画
期
間
と
し
て
策
定
し
た「
第
二
次

上
田
市
民
総
合
健
康
づ
く
り
計
画
」で

は
、市
民
の
皆
様
が
こ
こ
ろ
も
身か
ら
だ体
も

元
気
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、「
生
活
習
慣
病
の
予
防
」

と「
豊
か
な
心
と
健
康
な
体
づ
く
り
」

の
２
点
を
取
組
の
重
点
目
標
に
掲
げ
、

「
健
康
管
理
」「
栄
養
・
食
生
活
」「
身

体
活
動
・
運
動
」な
ど
の
６
つ
の
分
野

に
お
い
て
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
計
画
と

い
た
し
ま
し
た
。

◆
高
齢
者
福
祉

　

急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
に
お
い

て
、高
齢
者
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
営
み
、ま
た
、介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
っ
て
も
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
の

生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、「
第
５
期
上
田
市
高
齢
者

福
祉
総
合
計
画
」に
基
づ
き
、認
知
症

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
よ
び
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
に
つ

い
て
、今
年
度
中
の
整
備
完
了
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
観
光
振
興

　

第
10
回
の
節
目
と
な
っ
た「
上
田
城

千
本
桜
ま
つ
り
」で
は
、芝
生
広
場
に

設
置
し
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
野
外

ラ
イ
ブ
や
桜
コ
ン
サ
ー
ト
、真
田
十
勇

士
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
巡
る
街
な
か

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
、年
々
工
夫
も

凝こ

ら
さ
れ
、市
民
の
皆
様
の
積
極
的
な

活
動
に
よ
っ
て
ま
つ
り
の
賑に
ぎ

わ
い
を

支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
越
し
い
た
だ
い
た
観
光
客
数
は
、

過
去
最
高
を
記
録
し
た
昨
年
度
に
並

ぶ
48
万
人
と
な
り
ま
し
た
。特
徴
と
し

て
は
、人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
企
画
を
中
心
に
若
者
の
来
場

が
多
く
、ま
た
、一
般
の
個
人
観
光
の

方
々
が
増
加
す
る
傾
向
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

10
年
の
経
過
の
中
で
、ま
つ
り
開
催

の
軸
足
が
行
政
主
導
か
ら
市
民
主
体

へ
と
大
き
な
進
化
を
遂
げ
て
き
た
こ

と
は
、市
の
施
策
展
開
に
お
い
て
一
つ

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
り
得
る
も
の

と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、真
田
氏
を
基
軸
と
し
た
魅
力

的
な
観
光
資
源
の
活
用
が
、「
信
州
上

田
」の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
着
実
な

構
築
と
い
う
成
果
と
な
っ
て
現
わ
れ

て
お
り
、今
後
も
、市
民
力
を
活い

か
し

た
地
域
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
一
層
推
進

す
る
と
と
も
に
、「
真
田
街
道
推
進
機

構
」を
は
じ
め
真
田
氏
ゆ
か
り
の
地
と

連
携
し
た
施
策
展
開
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

　

社
会
情
勢
の
変
化
や
、昨
年
５
月
に

行
っ
た
市
民
意
識
調
査
の
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
、「
人
権
同
和
教
育
の
基
本

方
針
」と
の
一
本
化
を
含
む「
上
田
市

人
権
施
策
基
本
方
針
」の
第
一
次
改
定

を
行
い
ま
し
た
。

　

普
遍
的
テ
ー
マ
で
あ
る「
一
人
ひ
と

り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実

現
」を
基
本
理
念
と
し
て
継
承
し
つ

つ
、新
た
に「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
人
権
侵
害
」の
項
目
を
加
え
た
９
つ

の
分
野
に
つ
い
て
、取
り
組
む
べ
き
施

策
の
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、人
権
施
策
を
効
果
的
に
進

め
る
た
め
、市
民
の
皆
様
と
の
協
働
を

は
じ
め
、関
係
機
関
や
関
係
団
体
な
ど

と
連
携
し
た
取
組
を
さ
ら
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

◆
広
域
連
合 

資
源
循
環
型
施
設
の

　

建
設
へ
の
取
組

　

清
浄
園
敷
地
を
含
め
た
一
体
的
土

地
利
用
に
よ
る
施
設
建
設
の
実
現
に

向
け
ま
し
て
は
、地
域
の
皆
様
の
ご
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、広
域

連
合
と
の
連
携
に
よ
る
先
進
地
視
察

を
６
月
下
旬
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、５
月
20
日
に
は
、諏
訪
部
自

治
会
を
は
じ
め
関
係
８
団
体
で
構
成

さ
れ
る「
資
源
循
環
型
施
設
建
設
対
策

連
絡
会
」か
ら
広
域
連
合
宛
て
に
、施

設
建
設
に
関
す
る
質
問
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
質
問
書
に
は
、広
域

連
合
と
の
連
携
の
中
で
慎
重
に
検
討

を
進
め
、早
期
に
回
答
を
行
え
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、地
域
の
皆
様
に

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

交
流
・
文
化
施
設
の
名
称
は

「
上
田
市
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
」お
よ
び「
上
田
市
立
美
術
館
」と
し
、

来
年
10
月
２
日
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す

市長提案説明　（要旨）

６月議会に提案した議案の概要
○条例案（６件）
　・新設条例／上田市交流文化芸術センター条例、
　　　　　　　上田市立美術館条例
　・一部改正／上田市霊園条例、
　　　　　　　上田市都市公園条例　など４件
○予算案（１件）　[4億8,285万円]
　・平成25年度一般会計補正予算（第１号）
　　介護基盤緊急整備補助金　　2億1,000万円
　　公共施設屋根貸事業（調査費） 370万円
　　起業支援型地域雇用創造事業 5,800万円　など
○事件決議案（５件）
　・字の区域変更
　・市道路線の認定・廃止・変更　など
○報告事項（11件）
　・専決処分した平成24年度補正予算　など

77



第15回あじさい祭り
塩田平の前山寺から塩野神社までのあじさい
小
こ

径
みち

に咲く、数万本のガクアジサイをゆっく
り散策・鑑賞ください。
期　日 　７月13日㈯・14日㈰
場　所 　塩田城跡あじさい広場、あじさい

小径
内　容 　フォトコンテスト撮影会／14日

㈰午前９時～受付（塩田の館）
　　　　　広場にて、やきとり、ジュースな

どを販売（両日）。
駐車場 　無料駐車場あり
　塩田の館　TEL38・1251

第509回岳
たけ

の幟
のぼり

別所温泉に伝わる雨
あま

乞
ご

いのお祭り。色とりど
りの反物をくくりつけた幟を担いだ行列が夫

お

神
がみ

岳
だけ

山頂から別所温泉まで練り歩き、ささら
踊りや三

み

頭
かしら

獅
じ

子
し

舞も奉納されます。国の選択
無形民俗文化財に指定されています。
日　時 　７月14日㈰午前８時～午後１時
場　所 　夫神岳～別所温泉街
　別所温泉観光協会　TEL38・3510

7月14
日

16
火

17
水

夏
ま
つ
り
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

今
年
も
、
熱
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

各
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
様
々
な
趣
向
を
凝こ

ら
し
た

夏
ま
つ
り
へ
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

第４回全国つるし飾りまつり
上田の「つるしもの」、福岡県柳川の「さげもん」、静岡
県稲取の「雛

ひな

のつるし飾り」、山形県酒田の「傘
かさ

福
ふく

」が別
所温泉にやってきます。地域色豊かな伝統あるつるし
飾りをお楽しみください。期間中、つり雛講習会もあ
ります。
◇つるし飾り展示
期間/場所 　７月６日㈯～８月17日㈯／別所温泉周辺
◇つり雛講習会
日　時 　７月９日㈫・15日（月・祝）・19日㈮・27日㈯、

８月４日㈰・11日㈰の午前10時～正午、午
後１時～３時

場　所 　あいそめの湯
参加費 　500円
　別所温泉観光協会　TEL38・3510
　　別所温泉旅館組合　TEL38・2020

信州上田
夏祭りカレンダー

13
土

15
月

12
金
11
木
10
水
9
火
8
月
7
日 6土

　上田祇園祭実行委員会
　　（上田市自治会連合会事務局）
　　TEL22・4100（内線1359）
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上田祇園祭
今年も36自治会の80基を超える宮みこし・樽

たる

みこし
などのほか、子どもみこしや花車、獅子が中央商店街
や駅前ロータリーへにぎやかに繰り出します。
日　時 　７月13日㈯午後６時～９時頃
場　所 　中心市街地ほか
交通規制（通行止め）　午後５時30分～９時30分
　柳町通り・勤労者福祉センター前
　中央三丁目交差点～上田駅お城口交差点（原町通り、
松尾町通り）
　市役所旧福祉会館前～クスリのアオキ上田中央店
（大手町通り、海野町通り、大門町通り）
　伊勢宮北側交差点～海野町パーキング前（横町通り）
　上田駅お城口ロータリーとその周辺
※上田駅お城口のバス・タクシー乗り場が、午後５時
から９時30分まで温泉口へ移動します。

第42回上田わっしょい
生バンド演奏に合わせて約１万人が踊ります。今年もサマーウォーズ連が企
画され、飛び入り参加で踊ることもできます。
期　日 　７月27日㈯
時　間 　みこし／午後４時～８時45分
 　踊り・太鼓／午後６時30分～８時45分
場　所 　中心市街地
交通規制（通行止め）　
①午後４時～９時15分：上田信用金庫原町支店前交差点～中央一丁目交差点（原町通り、松尾町通り）
　　　　　　　　　　　市役所前交差点～海野町・横町交差点（大手町通り、海野町通り）
②午後６時～９時15分：中央三丁目交差点～上田信用金庫原町支店前交差点（原町通り）
　　　　　　　　　　　海野町・横町交差点～クスリのアオキ上田中央店前（大門町通り）
　　　　　　　　　　　中央一丁目交差点～上田駅お城口ロータリーとその周辺
※上田駅お城口のバス・タクシー乗り場が温泉口へ移動します。
　バス乗り場／午後５時～９時15分、タクシー乗り場／午後６時～９時15分
トイレ案内 　
原町市民トイレ、池波正太郎真田太平記館、同館臨時駐車場（平林堂隣・仮設）、上田商工会議所、海野町会館、海野町駐
車場、三井住友銀行駐車場（仮設）、上田駅、上田駅前ビル・パレオ
　上田わっしょい実行委員会（  観光課内）　TEL23・5408
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土
28
日

稲倉棚田ほたる火まつり
日本の棚田百選に選ばれた稲倉棚田。約1,000本のロウソクの
灯が棚田を幻想的に浮かび上がらせます。
日　時 　７月20日㈯午後６時（点火）
場　所 　稲倉棚田
　  農政課　TEL22・4100（内線1452）

蓮
はす

のフェスタ in 信濃国分寺
信濃国分寺の本堂北側に、鮮やかな蓮の花が咲
き誇ります。
期　日 　７月21日㈰
場　所 　信濃国分寺
　信濃国分寺　TEL24・1388
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信州真田鉄砲隊演武、上田城甲
かっ

冑
ちゅう

隊上田合戦劇、真田三代みこし、民
謡流し、信州真田六文銭太鼓演奏、真田三代応援花火など、真田三代
ゆかりの地５か所をイベント会場にして真田三代を奉る多彩なイベン
トを開催します（真田三代ゆかりの地周遊バスも運行します）。
日　時 　８月３日㈯午前９時～午後８時（予定）
場　所 　真田運動公園および真田三代ゆかりの地
　第29回真田まつり実行委員会事務局（  産業観光課内）　TEL72・2204

第36回丸子ドドンコ
みこしや山

だ

車
し

、法
はっ

被
ぴ

や浴衣姿でにぎわい、
丸子の夏を彩る一大イベント。おどりコ
ンテストやデコレーションコンテストな
どイベント盛りだくさん。
日　時 　８月３日㈯
　◆みこし／午後２時30分～４時30分
　◆踊　り／午後６時～７時30分
場　所 　上丸子商店街
　  産業観光課　TEL42・1048

第26回信州上田大花火大会
千曲川の河

か

畔
はん

を彩る上田の風物詩。スターマインを中心に約8,000
発の花火が夏の夜空を華やかに彩ります。迫力満点の大花火を堪
能ください。
日　時 　８月５日㈪午後７時～（少雨決行）
場　所 　常田新橋下流300ｍ付近
交通規制（通行止め）　
　①午後３時30分～９時／上田橋～常田新橋（右岸堤防道路）
　②午後６時30分～９時／常田新橋～小牧橋下（右岸堤防道路）
　　　　　　　　　　　　上田橋～常田新橋（左岸堤防道路）
　　　　　　　　　　　　（常田新橋を含む）
※無料駐車場はありませんので、公共交通機関を利用ください。
　信州上田大花火大会実行委員会
　　（上田商工会議所内） TEL22・4500

第29回
真田まつり
2013夏の陣

8月4
日
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日 3
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月
6
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第18回
信州爆水RUN in 依田川
夏の自然を満喫しながら、依田川・内村川の中を
駆け抜ける全国でも珍しい大会です。鉄人コース、
ずくだしてGO!コース、ファミリー・グループコー
スと、体力・気力に合わせてコースを選ぶことが
できます。
日　時 　８月４日㈰スタート午前９時40分～
　　　　　（受付８時～９時）
　　　　　（鉄人→ずくだしてGO!→ファミリー・グループの順）
場　所 　丸子総合グラウンドおよび依田川・内村川
コース 　①鉄人コース（依田川／約８㎞・タイムトライアル制）
 ②ずくだしてGO!コース（川と山／約４㎞・タイムトライアル制）
 ③ファミリー・グループコース（内村川／約３㎞・指定タイム制）
参加資格 　健康に自信のある方
　　　　　◆鉄人コース・ずくだしてGO!コース／中学生以上（ただし、未成年者は保護者の同意が必要）
　　　　　◆ファミリー・グループコース／
　　　　　　小学生以上（小学生は要保護者同伴）、幼児は保護者の責任において参加可
参加費 　①、②2,000円、③小・中学生500円、高校生以上1,000円（１グループ５名までエントリー可。小学生

未満は無料）
申し込み 　所定の参加申込書（各地域自治センターにあります）に必要事項を記入のうえ、７月12日㈮までに、

参加費を添えて郵送（現金書留）、定額小為替、または直接実行委員会へ。※当日受付はありません。
　信州爆水RUN in 依田川実行委員会（丸子総合体育館内）　TEL43・2250　http://www.bakusui-run.jpn.org/

第55回上田七夕まつり
海野町商店街で行われる「上田七夕ま
つり」は商店街のイベントとして県下
最大級。東西300ｍに約30店の参加店
による、高さ15ｍの創意工夫を凝

こ

ら
した七夕飾りが豪華に立ち並びま
す。恒例の流しそうめんなど、楽
しいイベントが盛りたくさんで
す。夏の風物詩・七夕まつりへぜ
ひお越しください。
日　時 　８月６日㈫～８日㈭
場　所 　海野町商店街
　海野町商店街振興組合事務局
　　TEL22・9301

第28回 信州の鎌倉
塩田平の夏まつり
期　日 　８月12日㈪
場　所 　中塩田小学校校庭
内容/時間 　ステージイベント／午後４時

40分～、おたのしみ抽選会
／午後８時～、花火大会／午
後８時30分～）

出演者（予定）　中塩田小学校金管バンド
 塩田中学校吹奏楽部・合唱部
 上田染谷丘高等学校舞踏班
 ほか
　中塩田地区夏祭り実行委員会
　　（神津委員長）　TEL38・7676
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第32回武石夏祭り
期　日 　８月12日㈪・14日㈬・15日㈭
場　所 　武石地域自治センター駐車場周

辺、武石グラウンド、武石老人
福祉センター

内　容

12日／午後４時～９時　太鼓演奏、みこ
し、キッズダンス、花火ほかイベン
ト多数、六文戦士ウエイダ－参上

14日／午前９時～　親善グラウンドゴル
フ大会、親善ソフトテニス大会、森
林公園マレットゴルフ場無料開放

15日／午前９時～　親善囲碁大会
※盆踊りは３日間通して開催
　武石夏祭り実行委員会
　　（  産業観光課内）　TEL85・2828
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上田都市計画の変更（案）について
素案の閲覧と公聴会を開催します
　県では、「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」（都市計画区域マスタープラン）の変更にあたり、広く市民の皆さ
んから意見をお聴きし計画に反映させるため、素案の閲覧と公聴会を開催します。
○都市計画変更案の閲覧
閲覧期間 　７月22日㈪～８月９日㈮（土日、祝日を除く午前８時30分～午後５時15分）
閲覧場所 　県都市計画課、上田建設事務所整備課、市役所都市計画課、丸子・真田・武石地域自治センター建設課
 ※県ホームページでもご覧いただけます。
　　　　　※上田・丸子都市計画区域の変更（統合）案についても併せて閲覧します。
○公聴会
日　時 　８月10日㈯午後２時～
場　所 　中央公民館
内　容 　上田都市計画「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」の変更
傍　聴 　傍聴を希望する方は、当日、直接会場にお越しください。
○公述の申出
申出期間 　７月22日㈪～８月２日㈮
申出方法 　閲覧場所に用意している「公述申出書」に必要事項を記入のうえ、提出してください。
　　　　　（郵送の場合は８月２日㈮必着）
その他 　公述人がいない場合は、公聴会を中止します。中止の場合は、県報や県ホームページなどでお知らせします。
　県都市計画課 　TEL026・235・7297　　上田建設事務所整備課　TEL25・7165　　  都市計画課　TEL23・5127

お知らせ

募集

地域の雇用拡大に向けて
「起業支援型地域雇用創造事業」委託事業を募集します
　雇用情勢が厳しい中、地域に根ざした企業などの事業支援と、安定的な雇用の受け皿の創出のため、地域の雇用拡大に
つながる事業を幅広く募集します。
事業内容

　市の委託事業となります。事業は、地域内にニーズがあり、今後の地域発展が見込まれるもので、その事業に従事させ
るため新規に失業者を雇用するとともに、次の要件の全てを満たすものとします。

　①地域の産業の振興が図られるとともに、事業および安定した雇用の継続が、実施期間終了後も引き続き見込まれるこ
と。

　②建設・土木事業や、軽作業（草刈り、単純清掃など）、事業継続性が見込まれない事業（調査研究事業など）ではないこと。
　③新規雇用する失業者の雇用期間は１年以内とすること。
　④事業費のうち新規雇用の失業者の人件費割合が１／２以上であること。
実施期間 　９月～平成26年３月まで（平成27年３月まで延長する場合があります。）
応募資格 　起業後10年以内の民間企業、特定非営利活動法人、その他の法人または法人以外の団体などで、本社が起業

時から市内に所在する企業などとします。
事業選定 　応募のあった事業は、書類審査、プロポーザルによる事業提案の審査により選定します。
応募方法 　７月22日㈪までに、雇用促進室へ問い合わせのうえ、応募申込書など（市ホームページからダウンロード可）

に必要事項を記入し、下記へ。
　  雇用促進室（勤労者福祉センター内）　TEL24・7363、26・6023
　　http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/sys/20091103000001072.html
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TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹武石地域自治センター

TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹上田市役所 TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹丸子地域自治センター

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹真田地域自治センター

I N F O R M A T I O N  P I C K  U P

情
報
ピ
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プ

上田の夏の風物詩
第17回上田城跡能
　今年は、シテ方に宝生和英、中村孝太郎、狂言方には野村万作（人間国宝）を迎えます。
一流の能楽師による幽

ゆう

玄
げん

の世界を、心ゆくまでお楽しみください。
　なお、本公演の前に、能楽を初歩から学べる能楽講座（どなたでも受講可）を開催します。
お気軽にご参加ください。
日　時 　８月24日㈫午後１時30分～（能楽講座は正午～午後０時45分）
場　所 　上田市民会館
演　目 　能「船

ふな

弁
べん

慶
けい

」／宝
ほう

生
しょう

和
かず

英
ふさ

、狂言「附
ぶ

子
す

」／野
の

村
むら

万
まん

作
さく

、能「猩
しょう

々
じょう

」／中
なか

村
むら

孝
こう

太
た

郎
ろう

◇鑑賞券
料　金 　指定S席4,000円、指定A席3,500円、自由席3,000円
販　売 　７月10日㈬以降、平安堂（上田店・上田しおだ野店）、上田市民会館、上田文化会館、丸子文化会館、真田中央公民館、

文化振興課、イベントナガノ（インターネット販売）で。
◇関連企画
　市立博物館で、上田市指定文化財「浜村家能面コレクション」のうち、今回の能演目で使用する能面と同種のものを中心に展
示します。なお、期間中は上田城跡能鑑賞券を提示すると無料でご覧いただけます。
期　間 　８月９日㈮～30日㈮午前８時30分～午後５時
　  文化振興課　TEL23・6361

住みなれた地域で
いつまでも
介護保険サービス事業者募集

催し

上田市高齢者福祉総合計画に基づき、地域密着型サービ
ス事業者、特定施設入居者生活介護事業者および介護老
人保健施設事業者を募集します。
対　象 　平成25年度中に整備を完了し、平成26年４

月までに開設することができる法人（補助金
対象事業のみ）

募集内容 　
サ ー ビ ス 種 類 募集事業所数

地域密着型
サービス

小規模多機能型
居宅介護

３か所

認知症対応型
共同生活介護

４か所

特定施設入居者生活介護
（定員30名以上50名以内）

１か所

小規模介護老人保健施設
（定員29名以内）

１か所

詳細は、市ホームページをご覧ください。
　  高齢者介護課　TEL23・6246

募集

国民健康保険（国保）は
助け合いの制度です
運営にご協力ください
○納税通知書は７月中旬に発送します。
国保税は１年度分(４月～翌年３月分)を、７月から翌年３月ま
での９回に分けて納めていただきます。国保は加入者の皆さん
で国保税を負担し、病気やケガなどに備える「助け合いの制度」
です。納期限内の納付をお願いします。
○納税には便利で確実、安心な口座振替のご利用を
口座振替にすると金融機関に出向く手間が省け、納め忘れるこ
ともありません。市内金融機関、市役所国保年金課、または各
地域自治センター窓口で申し込みください。
○平成25年度国保税率など（昨年度と比較して税率や課税限度
額の変更はありません）
区　　分 所得割率 資産割率 均等割額 平等割額 課税限度額

医療保険分 7.35％ 13％ 22,500円 22,500円 51万円
後期支援分 2.1％ － 6,000円 6,000円 14万円
介護分 2.5％ － 6,000円 6,000円 12万円

○国保脱退には届出が必要です
他の健康保険への加入などにより国保を脱退する場合は、国保
年金課、または各地域自治センターへ届け出てください。
　  国保年金課　TEL23・5118

お知らせ

1313
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お
知
ら
せ

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
の

積
極
的
勧
奨
を
控
え
て
い
ま
す

　

子
宮
頸け
い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

今
年
４
月
１
日
か
ら
定
期
予
防
接
種
と
な

り
ま
し
た
が
、
６
月
14
日
、
厚
生
労
働
省

で
は
、「
当
面
の
間
、
定
期
接
種
を
積
極
的

に
勧
奨
し
な
い
」こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
定
期
接
種

を
中
止
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
対
象

者
の
う
ち
希
望
者
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の

接
種
期
間
変
更
に
つ
い
て

　

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
平
成
25

年
４
月
か
ら
定
期
予
防
接
種
と
な
っ
た
こ

と
で
、
追
加
接
種
の
期
間
が
初
回
接
種
終

了
後「
お
お
む
ね
１
年
」か
ら「
７
ヶ
月
か

ら
13
ヶ
月
ま
で
」と
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
の
定
期
予
防
接
種
は
接
種
期
間
を
特

別
な
事
情
が
な
く
１
日
で
も
過
ぎ
た
場
合

や
、
転
出
し
て
い
る
場
合
は
対
象
と
な
ら

ず
、
公
費
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
母
子
手
帳
を
確
認
し
、
期
間
内
に
規

定
の
回
数
・
間
隔
で
接
種
で
き
る
よ
う
、

早
め
に
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
の
方
に

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

●
対
象　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら
７

月
１
日
現
在
で
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
市
内
在
住
者

（
小
児
慢
性
特
定
疾
患
で
医
療
受
診
券

を
お
持
ち
の
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
）。

●
支
給
金
額　

１
万
円（
支
給
は
年
１
回

で
今
回
の
申
請
の
み
）

●
申
し
込
み　

８
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
福

祉
課
、
丸
子
・
真
田
・
武
石
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課
窓
口
に
、
見
舞

金
申
請
書
と
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
５
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

国
民
年
金
保
険
料

免
除
制
度
な
ど
の
申
請
手
続
き
を

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
制
度
を

利
用
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
、
将
来
、
年

金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
追
納
）。
免

除
の
期
間
は
、
申
請
し
た
年
度
の
７
月
か

ら
翌
年
の
６
月
分
ま
で
で
す
。
前
年
度
全

額
免
除
お
よ
び
納
付
猶
予
の
承
認
を
受

け
、
継
続
申
請
を
し
て
い
る
場
合
は
、
今

回
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。な
お
、

年
金
の
給
付
な
ど
の
詳
し
い
問
い
合
わ
せ

は
、小
諸
年
金
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
保
険
料
免
除
制
度　

市
役
所
国
保
年
金

課
、
ま
た
は
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
へ

申
請
し
、
日
本
年
金
機
構
で
前
年
の
所

得
の
審
査
・
承
認
を
受
け
る
と
、
所
得

に
応
じ
て
保
検
料
の「
全
額
」、「
４
分
の

３
」、「
半
額
」、「
４
分
の
１
」の
免
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度　

学
生
を
除
く

30
歳
未
満
の
方
に
限
り
利
用
で
き
る
制

度
で
す
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度　

無
収
入
の
学
生

が
、
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
に
申
請

し
承
認
を
受
け
る
と
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
現
在
申
請
で
き
る

の
は
平
成
26
年
３
月
ま
で
の
期
間
で
す
。

●
持
ち
物　

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金

番
号
の
わ
か
る
も
の（
納
付
書
な
ど
）、

印
鑑
。
平
成
24
年
３
月
31
日
以
降
の
失

業
な
ど
を
理
由
と
す
る
と
き
は
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
、
ま
た
は
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票（
コ
ピ
ー
可
）。
学

生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
は
、
学
生
証

（
コ
ピ
ー
可
）、
ま
た
は
在
学
証
明
書
。

　

国
保
年
金
課　

TEL
23
・
５
１
１
８

　
　

小
諸
年
金
事
務
所

　
　

TEL
０
２
６
７
・
22
・
１
０
８
０

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
を

更
新
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
は
毎
年
８

月
１
日
に
更
新
し
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら

平
成
26
年
７
月
31
日
ま
で
は「
桃
色
」の
保

険
証
に
な
り
ま
す
。
７
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
８
月
１
日
以
降
は
新
し
い
保

険
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

国
保
年
金
課　

TEL
23
・
５
１
１
８

民
事
介
入
暴
力
の

無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
の
顧

問
弁
護
士
と
職
員
が
、
不
当
要
求
な
ど
民

事
介
入
暴
力
の
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

今
月
の
表
紙

　菅平小学校で、昔ながらの遊
びや伝統芸能を、菅平地区長寿
会や菅平高原太鼓保存会の皆さ
んから教えていただく「ふれあ
い伝承広場」が５月31日に行わ
れました。
　これは、児童たちが学校では
学べないことを、地域の方たち
とふれあいながら学ぶことで、
先人の知恵と技術を子どもたち
に伝えるために、20年以上前か
ら行われています。
　４～６年生までの児童34人
は、お手玉やこま、和太鼓のグ
ループに分かれて、地域の方た
ちから優しく、楽しく、遊びや
伝統芸能を教えてもらいまし
た。

菅平小学校「ふれあい伝承広場」
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お
知
ら
せ

●
日
時　

８
月
５
日
㈪
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

市
役
所
南
庁
舎

●
予
約　

左
記
事
務
局
へ（
予
約
が
な
い

場
合
も
、
現
地
で
随
時
受
付
可
能
）。

　
（
公
財
）長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン

　
　

タ
ー

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
２
１
４
０

夏
の
交
通
安
全
や
ま
び
こ

運
動
が
始
ま
り
ま
す

　

夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
観
光
客
が
増

え
、
暑
さ
か
ら
注
意
力
が
散
漫
に
な
る
な

ど
、
特
に
交
通
事
故
が
多
く
な
る
シ
ー
ズ

ン
で
す
。「
信
濃
路
は　

ゆ
と
り
の
笑
顔
と

　

ゆ
ず
り
あ
い
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故
を

起
こ
さ
な
い
、
遭あ

わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

●
期
間　

７
月
19
日
㈮
〜
25
日
㈭

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

夏
季
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
日

●
期
日　

７
月
13
日
㈯
〜
15
日（
月
・
祝
）、

７
月
20
日
㈯
〜
21
日
㈰
、
７
月
27
日
㈯

〜
８
月
18
日
㈰

●
時
間　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
２
時

　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

　
　

TEL
26
・
２
６
２
６

あ
な
た
も
特
殊
詐
欺
被
害

防
止
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

株
式
の
購
入
な
ど
を
持
ち
か
け
る「
も

う
か
り
ま
す
詐
欺
」や
、
公
務
員
な
ど
を

か
た
る「
受
取
型
詐
欺
」な
ど
、
特
殊
詐
欺

に
よ
る
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
被
害

に
遭あ

い
や
す
い
高
齢
者
な
ど
に
対
し
て
、

周
囲
の
人
が
手
口
や
対
処
方
法
を
呼
び
か

け
る
こ
と
は
、
被
害
防
止
に
大
変
有
効
で

す
。
家
族
と
の
合
言
葉
や
相
談
先
を
事
前

に
決
め
て
お
く
な
ど
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
長
野
県
警
察
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
警
察
本
部

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
３
・
０
１
１
０

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　

長
野
県
行
政
書
士
会
上
田
支
部
に
よ

る
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す（
予
約
不

要
）。

●
日
時　

７
月
20
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

成
年
後
見
、
相
続
、
遺
言
、
契

約
、
農
地
転
用
、
外
国
人
の
在
留
手
続

き
な
ど
。

　

長
野
県
行
政
書
士
会
上
田
支
部

　
　

TEL
25
・
８
７
２
０

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が

発
売
さ
れ
ま
す
！

　

宝
く
じ
の
収
益
金
の
一
部
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
資
金
と

し
て
芸
術
・
文
化
振
興
、
地
域
防
災
組
織

育
成
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
発
売
期
間　

７
月
10
日
㈬
〜
８
月
２
日

㈮
●
発
売
場
所　

全
国
の
宝
く
じ
売
場

●
抽
選
日　

８
月
13
日
㈫

　

財
政
課　

TEL
23
・
５
１
１
３

上
田
創
造
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

７
月
８
日
㈪
、
館
内
機
器
点
検
の
た
め

臨
時
休
館
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

上
田
創
造
館　

TEL
23
・
１
１
１
１

せら知お

～あなたの思いを次世代へ伝える
　　　　　エンディングノート～

　あなたが高齢期をどう生きたいか、どう暮らしたいか、これからの生活を考えるために、
新たにエンディングノート「絆」（Ｂ５判64ページ、定価1,200円）を作成しました。
　自身の人生を振り返りながら、大事なことを書き留めて整理しておくことは、元気に暮
らしている今だからこそできることです。
　自分が、もしもの時、家族が慌てることなく対処できるよう、家族へのメッセージとし
て書き記してみませんか。内容は、本人の「基本情報」、「もしもの時・病気になったら」、「大
切なものリスト」と整理されており、年齢を問わず今日からでも書き込めます。
　「絆」は、社協各地区センターと、高齢者福祉センター、丸子老人福祉センター、真田老
人福祉センターで販売していますので、ご利用ください。
　また、「絆」の書き方についての出前講座を行いますので、自治会、団体などご希望があ
りましたら、ご連絡ください。
　上田市社会福祉協議会　TEL27・2025　　 福祉課　TEL22・4100（内線1990）

社協の「絆」が
新しくなりました!
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催　

し

　
　
　
　

『
大
黒
祭
』

信
州
上
田
芸
術
祭

　

上
田
の
地
に
根
ざ
す「
ア
ー
ト
」（
芸
術
）

と「
ク
ラ
フ
ト
」（
工
芸
）を
、
み
ん
な
で
創

り
、
音
楽
や
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
充
実
し
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

楽
し
め
る
お
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
８
時（
予
定
）

●
場
所　

市
民
の
森
公
園

●
入
場
料　

無
料

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集　

　

運
営
や
設
営
に
関
わ
る
高
校
生
以
上
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

８
月
９
日
㈮
〜
11
日
㈰
の
中

で
、
３
時
間
以
上
で
き
る
方
。

●
申
し
込
み　

７
月
31
日
㈬
ま
で
に
、
名

前
、住
所
、電
話
番
号
、
携
帯
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
、年
齢
、性
別
を
記
入
の
上
、Ｆ

Ａ
Ｘ（
０
４
２
２
・
43
・
６
９
９
８
）、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル（geisin

＠jap-inc.
com

）で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
そ
の
他

　
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

フ
ェ
ア（
新
鮮
野
菜
の
直
売
会
）」、「
地
産

地
消
食
品
販
売
」、「
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
」の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、『
大
黒
祭
』信
州
上
田
芸
術
祭
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.geisin.jim

do.
com
/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

　
『
大
黒
祭
』信
州
上
田
芸
術
祭
実
行
委

　
　

員
会（JA

P

工
房
内
芸
農
森
林
組
合
：

　
　

高
野
）

　
　

TEL
０
４
２
２
・
43
・
６
８
５
３

男
女
共
同
参
画

市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

今
年
の「
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
男み
ん
な女

が
つ
く
る
い
き
い
き
上
田
〜
」は
、「
今
こ

そ
、
千
年
に
一
度
の
学
び
ど
き　

男
女
共

同
参
画
の
視
点
か
ら
防
災
を
考
え
る
」を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す（
無
料
）。

●
期
日　

７
月
28
日
㈰

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
内
容
／
時
間　

開
会
式
／
午
前
10
時

〜
、
平
成
24
年
度「
男
女
共
同
参
画
推

進
事
業
者
表
彰
」受
賞
者
紹
介
・
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
／
午
前
10
時
15

分
〜
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
第
４
子
ど

も
劇
団
）／
午
後
１
時
〜

◇
講
演
会

●
時
間　

午
後
１
時
15
分
〜

●
演
題　
「
江
戸
の
暮
ら
し
と
復
元
力
」

●
講
師　

田
中
優
子
氏（
法
政
大
学
教
授
）

●
申
し
込
み　

不
要
。
託
児
希
望
者
は
７

月
22
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

●
そ
の
他　

講
演
会
に
は
手
話
通
訳
、
要

約
筆
記
が
あ
り
ま
す
。市
民
グ
ル
ー
プ
、

女
性
団
体
、
消
防
団
な
ど
の
展
示
、
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
に
は
弁
当
な
ど
の
販
売
が

あ
り
ま
す
。

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

　
美
ヶ
原
高
原
自
然
観
察
会

　
「
夏
の
美
ヶ
原
高
原
を
楽
し
む
」を
テ
ー

マ
に
自
然
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
20
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時（
９
時
集
合
、
雨
天
中
止
）

※
バ
ス
送
迎
希
望
の
方
は
、
午
前
８
時
に

武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
集

合
。

●
場
所　

美
ヶ
原
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
〜
王お
う

ヶが

頭と
う

〜
二
人
の
小こ

径み
ち

〜
王お
う

ヶが

鼻は
な

〜
自
然
保
護

セ
ン
タ
ー
（
約
５
㎞
）の
コ
ー
ス
を
歩

き
、美
ヶ
原
の
自
然
観
察
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

小
学
生
以
上（
小
学
生
は
要
保

護
者
同
伴
）

●
定
員　

先
着
23
名

●
参
加
費　

２
０
０
円（
保
険
代
）

●
持
ち
物　

自
然
観
察
が
で
き
る
服
装
、

昼
食
、
水
分
補
給
用
飲
み
物
、
雨
具

催
し

ようこそ市長室へようこそ市長室へ

６月に訪問された方の中から紹介します。

　これは、同委員会が、陣場地区の遊休荒廃地の解消に向け、地
権者の合意をまとめ大手酒造メーカー直営のワイン用ブドウ畑と
して再生させ、また、ワインセミナーや収穫体験の開催など、地
域との交流が評価され、今回の受賞となったものです。
　堀内会長は「この受賞をきっかけに、今後は全国に陣場地区の
ブドウ畑を知ってもらいたい」と話し、市長は、「非常に優秀なワ
インの産地として、これからも全国に情報を発信してもらいたい」
と、今後の活動に期待を寄せていました。

（後列左から吉池和雄副会長、金子和夫幹事、
 前列左から吉田満副会長、久保田由夫顧問、
 母袋市長、堀内汀会長）

　５月30日に開催された
第５回耕作放棄地発生防
止・解消活動表彰におい
て、全国農業会議所会長
特別賞を受賞した、陣場
台地研究委員会（会長：
堀内汀

みぎわ

氏・写真前列右
端）の皆さんが、６月６
日、市長を表敬訪問しま
した。

田中優子氏
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Information A La Carte

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

●
申
し
込
み　

７
月
８
日
㈪
〜
18
日
㈭
に
、

電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
へ
。

　

産
業
観
光
課　

TEL
85
・
２
８
２
８

第
13
回
さ
わ
や
か
高
原

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
菅
平
高
原
）

●
日
時　

７
月
21
日
㈰
午
前
９
時
ス
タ
ー

ト（
受
付
８
時
30
分
〜
）

●
場
所　

菅
平
高
原
自
然
館

●
内
容　

さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
な
が
ら

高
原
と
湿
原
を
散
策
す
る
コ
ー
ス（
約

12
㎞
）

●
参
加
費　

１
０
０
０
円
、
小
・
中
学
生
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
員
５
０
０
円

●
持
ち
物　

昼
食
、水
分
補
給
用
飲
み
物
、

雨
具
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
防
寒
具
な
ど

●
そ
の
他　

天
候
に
よ
り
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。
当
日
受

付
も
可
能
で
す
。

　

上
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局

　
　
（
上
田
ス
タ
ー
商
会
内　

担
当
：
大
井
）

　
　

TEL
75
・
０
１
８
９

夏
山
登
山（
妙
高
山
）開
催

●
期
日　

７
月
28
日
㈰

●
場
所　

妙
高
山（
２
４
５
４
ｍ
）

●
集
合
場
所
／
時
間　

武
石
公
民
館
／
午

前
４
時
30
分
、
教
育
委
員
会
や
ぐ
ら
下

庁
舎
／
午
前
５
時

●
内
容　

越
後
富
士
と
親
し
ま
れ
、
日
本

百
名
山
の
一
つ
で
も
あ
る
妙
高
山
に
登

り
ま
す
。
燕つ
ば
め

温
泉
〜
地
獄
谷
〜
山
頂
〜

燕
新
道
〜
長ち
ょ
う

助す
け

池
〜
黄こ

金が
ね

清し

水み
ず

を
通
る

コ
ー
ス
で
す
。

●
対
象　

小
学
５
年
生
以
上（
小
中
学
生

は
要
保
護
者
同
伴
）

●
定
員　

先
着
25
名

●
参
加
費　

中
学
生
以
上
２
０
０
０
円
、

小
学
生
１
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

●
事
前
説
明
会　

７
月
19
日
㈮
午
後
７
時

30
分
〜
、
左
記
に
て（
申
込
者
は
必
ず

出
席
し
て
く
だ
さ
い
）。

●
申
し
込
み　

７
月
８
日
㈪
〜
12
日
㈮
に
、

電
話
で
左
記
へ
。

　

武
石
公
民
館　

TEL
85
・
２
０
３
０

生
涯
現
役
社
会
実
現

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

　

定
年
退
職
後
の
こ
と
を
考
え
て
い
る

方
、
す
で
に
定
年
退
職
さ
れ
た
方
が
対
象

の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
。

●
日
時　

７
月
25
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

上
田
創
造
館

●
演
題
／
講
師　
「
今
、
高
年
齢
者
に
求

め
ら
れ
て
い
る
働
き
方
は
？
」
／
小
出

聡さ
と
し

氏（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田
統
括
職
業

指
導
官
）、「
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
と
年

金
」／
塚
田
修お
さ
む

氏（
特
定
社
会
保
険
労
務

士
）

●
対
象　

55
歳
以
上
の
方

●
参
加
費　

無
料

　

上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
23
・
６
０
０
２

定
年
退
職
前
後
の

手
続
き
セ
ミ
ナ
ー

　

定
年
退
職
を
迎
え
た
方
、
定
年
退
職
を

間
近
に
控
え
た
方
を
対
象
に
、
年
金
の
申

請
や
健
康
保
険
の
切
り
換
え
、
雇
用
保
険

の
受
給
手
続
き
、
再
雇
用
な
ど
を
社
会
保

険
労
務
士
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。

●
日
時　

７
月
20
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

●
場
所　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

７
月
19
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
26
・
６
０
２
４
）で

左
記
へ
。

　

雇
用
促
進
室　

TEL
24
・
７
３
６
３

す
ぐ
り
園
が
開
園

プ
チ
そ
ば
祭
り
開
催

◇
す
ぐ
り
園

　

約
20
ａア
ー
ル

の
す
ぐ
り
園
で
は
、
バ
ラ
す
ぐ

り（
グ
ー
ズ
ベ
リ
ー
）、赤
房
す
ぐ
り（
レ
ッ

ド
カ
ラ
ン
ト
）、
黒
房
す
ぐ
り（
カ
シ
ス
・

ブ
ラ
ッ
ク
カ
ラ
ン
ト
）の
３
種
類
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
に
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

●
開
園
期
間　

７
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬

●
場
所　

巣
栗
市
民
農
園（
上
本
入
西に
し

武た
け

地
区
）

●
入
園
料　

30
分
５
０
０
円（
入
園
券
は

武
石
観
光
セ
ン
タ
ー
で
販
売
）

◇
収
穫
・
ジ
ャ
ム
づ
く
り
体
験

●
期
日　

７
月
７
日
㈰
・
20
日
㈯

●
内
容
／
時
間　

す
ぐ
り
収
穫
体
験
／
午

前
11
時
〜
、
ジ
ャ
ム
づ
く
り
体
験
／
午

後
１
時
〜
、（
７
月
28
日
㈰
は
無
料
収
穫

体
験
を
開
催
）

●
場
所　

巣
栗
市
民
農
園（
ジ
ャ
ム
づ
く

り
は
武
石
観
光
セ
ン
タ
ー
）

●
定
員　

先
着
各
50
名（
要
予
約
）

●
参
加
費　

収
穫
体
験
５
０
０
円
、
ジ
ャ

ム
づ
く
り
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
左
記

へ
。

◇
武
石
観
光
セ
ン
タ
ー「
プ
チ
そ
ば
祭
り
」

●
日
時　

７
月
７
日
㈰
午
前
10
時
〜

●
場
所　

武
石
観
光
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

地
元
そ
ば
打
ち
名
人
の
手
打

ち
盛
り
そ
ば
を
、
１
０
０
食
限
定
１
枚

５
０
０
円
で
提
供
し
ま
す（
終
了
後
は

通
常
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
と
な
り
ま
す
）。

　

武
石
観
光
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
86
・
２
０
０
３

丸
子
図
書
館

七
夕
お
は
な
し
会

　
「
お
は
な
し
回
転
木
馬
」の
皆
さ
ん
に
よ

る
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
七
夕
飾

り
作
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

７
月
20
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
図
書
館

●
参
加
費　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

　

丸
子
図
書
館　

TEL
42
・
２
４
１
４

催
し
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高
山
賢
人　

二
胡
の
夕
べ

　

二に

胡こ

に
よ
る
ポ
ッ
プ
ス
や
ジ
ャ
ズ
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
な
ど
、
多
彩
な
楽
曲
の
演
奏
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

７
月
19
日
㈮
午
後
７
時
〜
８
時

30
分
頃（
開
場
６
時
30
分
）

●
場
所　

ジ
ュ
エ
リ
ー
ヤ
ジ
マ
２
階（
中

央
２

－

８

－

８　

海
野
町
）

●
出
演
者　

高
山
賢け
ん

人と

氏（
二
胡
奏
者
）

●
定
員　

先
着
40
名

●
参
加
費　

２
０
０
０
円（
ワ
ン
ド
リ
ン

ク
付
き
）

●
申
し
込
み　

７
月
５
日
㈮
〜
18
日
㈭

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
の
れ
ん
会
連
絡
事
務
局

　
　
（
ヤ
ジ
マ
）　

TEL
22
・
３
１
１
１

夏
休
み
工
作
に

マ
イ
コ
ン
を
作
ろ
う

　

マ
イ
コ
ン
キ
ッ
ト「
な
の
ぼ
〜
ど
Ａ
Ｇ
」

を
、
は
ん
だ
付
け
を
し
て
作
り
、
レ
ゴ
ブ

ロ
ッ
ク
を
モ
ー
タ
ー
で
動
か
す
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
り
ま
す
。
完
成
し
た
マ
イ
コ
ン
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
持
ち
帰
れ
ま
す
。

●
日
時　

８
月
４
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

小
学
４
年
生
〜
高
校
３
年
生

●
定
員　

20
名（
申
込
多
数
時
は
抽
選
）

●
参
加
費　

２
０
０
０
円（
受
講
料
、
機

材
・
消
耗
品
費
な
ど
含
む
。
昼
食
は
参

加
者
負
担
）

●
指
導　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー
職
員

●
ア
シ
ス
タ
ン
ト　

十
勇
士
ク
ラ
ブ

●
申
し
込
み　

７
月
28
日
㈰
ま
で
に
、
電

話
、
郵
送（
〒
３
８
６

－

１
２
１
１　

下
之
郷
８
１
２

－

１
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
39
・

１
０
１
０
）で
左
記
へ
。

●
そ
の
他　

保
護
者
と
子
ど
も
の
ペ
ア
で

参
加
も
可
。
た
だ
し
、
マ
イ
コ
ン
キ
ッ

ト
は
１
組
１
個
の
み
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー　

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

図
書
館
で
調
べ
て
別
所
線
に

乗
ろ
う
!!
２
０
１
３

　

別
所
線
に
乗
っ
た
り
、
保
存
車
両
や
資

料
館
を
見
学
し
ま
す
。
懐
か
し
い
車
両
の

映
像
も
見
に
行
き
ま
す
。

●
日
時　

８
月
１
日
㈭
午
前
10
時
15
分
〜

午
後
４
時
頃

●
集
合
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

●
講
師　

竹
田
貴き

一い
ち

氏（
別
所
線
の
将
来

を
考
え
る
会
代
表
）

●
定
員　

先
着
30
名（
小
学
生
以
下
は
要

保
護
者
同
伴
）

●
参
加
費　

保
険
料
１
０
０
円
／
電
車
賃

９
３
０
円（
小
学
生
以
下
４
７
０
円
）／

あ
い
そ
め
の
湯
入
浴
料（
利
用
者
の
み
）

５
０
０
円
〜（
小
学
生
２
５
０
円
〜
）

●
持
ち
物　

昼
食
、
雨
具
、
帽
子
、
メ
モ

帳
、
筆
記
用
具
、
カ
メ
ラ
、
水
分
補
給

用
飲
み
物
、
お
や
つ
、
タ
オ
ル
な
ど
、

●
申
し
込
み　

７
月
７
日
㈰
〜
29
日
㈪
に
、

電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

夏
☆
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
in
上
田

●
日
時　

７
月
26
日
㈮
午
前
10
時
〜
、
27

日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

生
き
た
英
語
に
触
れ
る
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
２
日
間
。
英
語
が
初
め
て
で

も
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
ラ
ン
チ
は
ア
メ

リ
カ
式
に
ピ
ザ
パ
ー
テ
ィ
を
予
定
し
て

い
ま
す（
別
途
料
金
）。

●
対
象　

小
学
生

●
定
員　

先
着
30
人

●
参
加
費　

３
０
０
０
円
程
度

●
申
し
込
み　

７
月
18
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ（
詳
し
い
案
内
、
申
込
書

を
送
付
し
ま
す
）。

　

地
域
で
英
語
！

　
　

と
も
だ
ち
英
語
の
会（
乾い
ぬ
い

・
宮
島
）

　
　

TEL
０
８
０
・
６
９
９
４
・
０
３
０
３

　
　

TEL
０
８
０
・
５
１
４
３
・
１
３
５
０

第
２
回
真
田
塾
開
催

　

地
域
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
な
ど
を
知

り
、
地
域
の
魅
力
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
27
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

真
田
図
書
館

●
演
題　
「
新
説　

真
田
三
代
ミ
ス
テ

リ
ー
」

●
講
師　

山
田
順
子
氏（
時
代
考
証
家
）

●
定
員　

先
着
50
人

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

７
月
９
日
㈫
〜
24
日
㈬
に
、

電
話
で
左
記
へ
。

　

真
田
図
書
館　

TEL
72
・
８
０
８
０

第
31
回
薬
草
・
ハ
ー
ブ
に

親
し
む
会

●
日
時　

７
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
30
分

●
場
所　

長
野
県
菅
平
薬
草
栽
培
試
験
地

●
内
容　

①
講
演
会
／
佐
々
木
陽
平
氏

（
金
沢
大
学
資
源
生
薬
学
研
究
室
准
教

授
）、
②
実
演
コ
ー
ナ
ー
／
薬
草
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
の
作
成
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
・
薬

味
酒
の
試
飲
、
薬や
く

膳ぜ
ん

料
理
の
試
食

●
参
加
費　

無
料

　
（
一
社
）上
田
薬
剤
師
会

　
　

TEL
22
・
６
１
３
０

第
２
回
霊
泉
寺
温
泉

ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

●
日
時　

７
月
20
日
㈯
午
前
11
時
〜
午
後

８
時

●
受
付
場
所　

寺
前
橋
あ
ず
ま
屋
周
辺（
霊

泉
寺
温
泉
入
口
）

●
内
容　

霊
泉
寺
川
や
周
辺
の
里
山
の
自

　

然
を
満
喫
し
な
が
ら
ご
み
拾
い
を
す
る

　

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
岩い
わ

魚な

の
放
流
、
ス
ラ

　

ッ
ク
ラ
イ
ン
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、

催
し
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和
太
鼓
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
体

験
で
き
ま
す
。ま
た
、「
内
村
っ
娘こ

の
会
」

に
よ
る
振
る
舞
い
カ
レ
ー
、「
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

マ
ー
ケ
ッ
ト
」で
は
、
個
性
豊
か
な
地

元
の
シ
ョ
ッ
プ
が
大
集
合
！
さ
ら
に
、

夕
方
か
ら
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
和
太
鼓
の
演
奏
会
や
Ｄ
Ｊ
野
外
ラ

イ
ブ
、「
美お

味い

だ
れ
焼
き
鳥
」な
ど
の
屋

台
も
出
店
。長
野
県
住
み
ま
す
芸
人「
こ

て
つ
」も
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
で
登
場

し
ま
す
。

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

霊
泉
寺
温
泉
旅
館
組
合

　
　

TEL
０
８
０
・
１
２
６
１
・
８
４
３
２

教
育
ガ
イ
ダ
ン
ス
・

日
本
語
お
話
し
大
会

　

日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
子
ど
も
と
保

護
者
の
皆
さ
ん
に
、
日
本
の
教
育
制
度
や

学
校
の
様
子
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
28
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

（
予
定
）

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

日
本
の
教
育
制
度
、就
学
手
続
・

支
援
や
高
校
進
学
に
つ
い
て
の
説
明
、

給
食
を
再
現
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
、

児
童
生
徒
の
日
本
語
お
話
し
大
会
の
開

催
な
ど
。
通
訳
言
語
は
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

●
対
象　

外
国
籍
な
ど
の「
外
国
に
つ
な

が
る
子
ど
も
」と
そ
の
保
護
者

●
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、７
月
19
日
㈮
ま
で
に
、

左
記
窓
口
へ
。

　

上
田
市
多
文
化
共
生
推
進
協
会

　
　

TEL
25
・
２
６
３
１

上
田
市
民
水
泳
記
録
会

●
日
時　

８
月
25
日
㈰
午
前
８
時
〜
午
後

２
時（
予
定
）

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
50
ｍ
プ
ー
ル

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

で
健
康
に
責
任
を
持
て
る
方

●
種
目　

共
通
種
目
／
50
ｍ（
自
由
形
、

背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
）、

２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
。
２
０
０

ｍ
リ
レ
ー
。
中
高
生
・
成
人
の
部
／

１
０
０
ｍ
・
２
０
０
ｍ（
自
由
形
）。
中

高
生
の
部
１
０
０
ｍ（
背
泳
ぎ
、
平
泳

ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
）

●
部
門　

小
学
校（
３
年
生
以
下
、
４
年

生
、
５
年
生
、
６
年
生
）、
中
学
生
、

高
校
生
、
成
人（
30
歳
未
満
、
30
〜
39

歳
、
40
〜
49
歳
、
50
〜
59
歳
、
60
〜
69

歳
、
70
歳
以
上
）エ
ン
ト
リ
ー
は
一
人

２
種
目
ま
で
。
た
だ
し
、
リ
レ
ー
は
参

加
可
能
。

●
参
加
費　

1
種
目
４
０
０
円（
リ
レ
ー

は
除
く
。
た
だ
し
リ
レ
ー
の
み
の
参
加

は
一
人
４
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

７
月
31
日
㈬
ま
で
に
、
所

定
の
申
込
用
紙
に
参
加
費
を
添
え
て
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
、丸
子
総
合
体
育
館
、

真
田
・
武
石
教
育
事
務
所
、
自
然
運
動

公
園
総
合
体
育
館
、
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上

田
、
上
田
水
泳
協
会
事
務
局（
㈱
信
州

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
内
）、
ふ
れ
あ
い

さ
な
だ
館
へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

子
ど
も
ご
み
探
検
隊
に

参
加
し
よ
う
！

　

廃
棄
物
処
理
施
設
の
見
学
や
、
使
用
済

み
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
工
作
と
ご
み
分

別
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
な
が
ら
、
ご
み
は
ど

の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ど
う

し
た
ら
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ

い
て
、み
ん
な
で
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

７
月
31
日
㈬
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時

●
集
合
場
所　

エ
コ
・
ハ
ウ
ス（
上
田
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
）

●
対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
料
）

●
申
し
込
み　

７
月
22
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

セ
レ
ス
・
ピ
ア
ノ
・

リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル
の
ピ
ア

ノ
を
愛
好
者
の
皆
さ
ん
に
弾
い
て
い
た
だ

く
演
奏
会
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル

●
演
奏
方
法　

ピ
ア
ノ
を
使
用
し
た
演
奏

（
独
奏
、
連
弾
、
ピ
ア
ノ
と
他
の
楽
器

の
合
奏
な
ど
）。
マ
イ
ク
な
ど
の
音
響

設
備
は
使
用
不
可
。

●
演
奏
時
間　

１
人
10
分
以
内（
何
曲
で

も
可
能
、
時
間
厳
守
）。

●
定
員　

各
部
、
所
定
の
演
奏
時
間
に
達

し
次
第
締
め
切
り
。

●
参
加
費　

５
０
０
円（
演
奏
記
念
Ｃ
Ｄ

作
成
代
）

●
申
し
込
み　

８
月
４
日
㈰
〜
18
日
㈰
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、
本
人
、
ま

た
は
保
護
者
が
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
左
記
窓
口
へ（
８
月
５

日
・
12
日
の
月
曜
日
は
休
館
）。

　

丸
子
文
化
会
館　

TEL
42
・
０
０
０
１

催
し

９
月
14
日
㈯

１部 午後１時～２時30分

２部 午後３時～４時30分

15
日
㈰

３部 午前９時～10時30分

４部 午前11時～午後０時30分

５部 午後１時～２時30分

６部 午後３時～４時30分

７部 午後５時～６時30分

霊泉寺川で川遊び
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講
座
・
教
室

夏
休
み
子
ど
も
体
験
教
室

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
夏

休
み
の
思
い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

上
田
／
８
月
１
日
㈭
・
２
日
㈮
、

丸
子
／
７
月
30
日
㈫
・
31
日
㈬
、
い
ず

れ
も
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場
所　

上
田
／
上
田
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
会
議
室
・
シ
ル
バ
ー
農
園
、
丸

子
／
丸
子
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
他

●
内
容　

野
菜
収
穫
体
験
・
昔
あ
そ
び
他

●
対
象　

小
学
校
低
学
年

●
定
員　

両
教
室
と
も
20
名（
２
日
間
と

も
参
加
で
き
る
児
童
。
申
込
多
数
時
は

抽
選
）

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
申
込
方
法　

７
月
12
日
㈮
〜
19
日
㈮

に
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
直
接
左
記
へ
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

上
田
支
所　

TEL
23
・
６
０
０
２

　
　

丸
子
支
所　

TEL
43
・
０
３
３
３

第
２
回
ひ
き
こ
も
り

家
族
教
室

　

何
ら
か
の
原
因
で
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

な
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
理
解
を
深

め
、
対
応
方
法
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

●
日
時　

７
月
22
日
㈪
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
演
題　
「
ひ
き
こ
も
り
と
は
〜
そ
の
実

情
と
対
応
方
法
〜
」（
質
疑
応
答
あ
り
）

●
講
師　

吉よ
し

田だ

朋と
も

孝た
か

氏（
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
そ
よ
か
ぜ
病
院〈
旧
滝
澤
病
院
〉院

長
）

●
対
象　

市
民

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

７
月
19
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
80
回
市
民
公
開
講
座

　

食
生
活
の
改
善
な
ど
に
つ
い
て
、
当
セ

ン
タ
ー
の
管
理
栄
養
士
が
分
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
20
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
演
題　
「
知
っ
て
お
き
た
い『
食
』の
情

報
〜
食
生
活
を
見
直
そ
う
〜
」

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

地
域
史
料
か
ら
学
ぶ

上
田
地
方
の
近
世
・
近
代
史

　

図
書
館
や
博
物
館
な
ど
が
所
蔵
し
て
い

る
貴
重
な
地
域
史
料
を
読
み
解
き
ま
す
。

第
１
回
目
は
、
寺
島
隆
史
氏（
元
市
立
博

物
館
館
長
）を
講
師
に「
真
田
昌
幸
の
書
状

を
読
む
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
10
日
、
９
月
14
日
、
10
月

19
日
、
11
月
９
日
、
11
月
30
日
、
平
成

26
年
１
月
11
日
、
２
月
８
日
、
３
月
８

日
の
土
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分（
全
８
回
）

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
11

月
９
日
㈯
は
、
松
本
市
内
で
開
催
。
現

地
集
合
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

６
０
０
０
円（
１
回
の
み
は

８
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

７
月
10
日
㈬
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

夏
休
み
親
子
豆
腐
作
り
教
室

　

上
田
産
の
大
豆
を
使
っ
て
、
親
子
で

美お

い味
し
い
豆
腐
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

①
７
月
30
日
㈫
、
②
８
月
６
日

㈫
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
定
員　

先
着
各
10
組（
小
学
生
以
上
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者
）

●
参
加
費　

親
子
１
組
５
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
マ

ス
ク
、
水
分
補
給
用
飲
み
物

●
申
し
込
み　

７
月
10
日
㈬
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

講
座
・
教
室

精
神
障
が
い
者
家
族
教
室

　

精
神
障
が
い
の
方
を
支
え
る
家
族
の
た

め
の
教
室
で
す
。

●
日
時　

７
月
10
日
㈬
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
演
題　
「
病
識
の
な
い
患
者
さ
ん
と
の

接
し
方
に
つ
い
て
」

●
講
師　

ヒ
ヤ
ネ
亜
希
子
氏（
あ
き
メ
ン

タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

●
対
象　

精
神
障
が
い
者
の
家
族

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

　
　

TEL
25
・
２
０
０
０

上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
教
室

（
初
心
者
向
け
）

◇
レ
デ
ィ
ー
ス
・
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ（
秋
期
）

●
日
時　

８
月
21
日
以
降
の
水
曜
日
、
午

前
10
時
〜
正
午（
全
９
回
）

●
場
所　

上
田
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

女
性
、
50
歳
以
上
の
男
性

●
定
員　

先
着
30
名

●
受
講
料　

４
０
０
０
円（
別
途
、
練
習

場
使
用
料
）

◇
ス
ロ
ト
レ
と
ら
く
ら
く
体
操
で

　

体
力
ア
ッ
プ（
後
期
）　

●
日
時　

８
月
19
日
以
降
の
月
曜
日
、
午

前
10
時
30
分
〜
正
午（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
男
女

●
定
員　

先
着
30
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
か
ら
だ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ（
中
期
）　

●
日
時　

８
月
20
日
以
降
の
火
曜
日（
全

10
回
）、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
男
女

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
共
通
事
項　

●
申
し
込
み　

７
月
９
日
㈫
〜
８
月
９
日

㈮
に
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
、
上
田

城
跡
公
園
体
育
館（
木
曜
日
休
館
）、
自

然
運
動
公
園
体
育
館（
木
曜
日
休
館
）、

丸
子
総
合
体
育
館
、
真
田
・
武
石
地
域

教
育
事
務
所
へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

夏
休
み
子
ど
も
ア
ー
ト
教
室

参
加
者
募
集

　

絵
画
や
木
彫
り
を
通
し
て「
自
分
が
直

接
感
じ
た
も
の
が
尊
い
」と
い
う
山
本
鼎か
な
え

の
考
え
方
を
体
感
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

①
絵
画
教
室
／
７
月
28
日
㈰
〜

30
日
㈫
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
、

②
木
彫
教
室
／
８
月
２
日
㈮
〜
４
日

㈰
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
場
所　

山
本
鼎
記
念
館

●
内
容　

①
②
セ
ミ
ナ
ー
「
山
本
鼎
に
つ

い
て
知
ろ
う
！
」、
①
絵
画
を
描
く（
下

絵
・
素
描
・
作
品
化
・
鑑
賞
）、
②
木

彫
り（
図
案
作
成
・
彫
り
・
仕
上
げ
・

鑑
賞
）

●
講
師　

①
近こ
ん

藤ど
う

恒つ
ね

昭あ
き

氏（「
自
分
ら
し
い

絵
が
描
け
る
会
」主
宰
、
元
小
中
学
校

長
、
美
術
科
指
導
主
事
）、
②
三
代
目

中
村
実み
の
る

氏（
長
野
県
農
民
美
術
連
合
会

会
員
）

●
対
象　

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

●
定
員　

各
20
名（
先
着
順
）

●
参
加
費　

①
５
０
０
円
、
②
８
０
０
円

●
持
ち
物　

①
②
４
Ｂ
鉛
筆
、
絵
の
具

セ
ッ
ト
、
古
新
聞
、
ボ
ロ
布
、
昼
食
、

水
分
補
給
用
飲
み
物
、
①
ク
レ
ヨ
ン
、

②
彫
刻
刀
一
式（
学
校
で
使
用
し
て
い

る
も
の
で
可
）

●
申
し
込
み　

７
月
12
日
㈮
〜
19
日
㈮
に

電
話
で
左
記
へ（
７
月
16
日
㈫
・
17
日

㈬
は
休
館
日
）。

　

山
本
鼎
記
念
館　

TEL
22
・
２
６
９
３

＜広告欄＞



情報ア･ラ･カルト
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

22Information A La Carte

夏
休
み
！
小
学
生
水
泳
教
室

●
日
時　

７
月
29
日
㈪
〜
31
日
㈬
午
前
９

時
〜
９
時
50
分（
全
３
回
）

●
場
所　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

●
内
容　

低
学
年
水
な
れ
コ
ー
ス
、
高
学

年
水
な
れ
コ
ー
ス
、
低
学
年
ク
ロ
ー
ル

コ
ー
ス
、
高
学
年
ク
ロ
ー
ル
＆
平
泳
ぎ

コ
ー
ス

●
対
象　

小
学
生

●
定
員　

各
コ
ー
ス
先
着
10
名

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
別
途
入
館
料

５
０
０
円
が
毎
回
必
要
）

●
申
し
込
み　

７
月
13
日
㈯
以
降
、
参
加

費
・
印
鑑
持
参
の
う
え
、
左
記
窓
口
へ
。

　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

　
　

TEL
26
・
２
６
２
６

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

　

相
手
の
話
に
耳
を
傾
け
、
心
に
寄
り
添

う
こ
と
で
、
相
手
の
心
と
身か
ら
だ体
を
元
気
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
相
手
の
心
が
伝
わ
る
の
か
、
そ
の
聴

き
方
に
つ
い
て
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮
の
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
パ
レ
オ
２
階
会

議
室

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
参
加
費
無
料
）

●
定
員　

50
名

●
申
し
込
み　

市
役
所
福
祉
課
、
丸
子
・

真
田
・
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
健
康

福
祉
課
、
各
公
民
館
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
備
付
の
チ
ラ
シ
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
直
接
左
記
へ
。

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
７セ
ブ
ン

の
会

　
　
（
代
表
：
松
下
）

　
　

TEL
０
９
０
・
４
１
５
２
・
１
６
４
５

喫
茶
・
文
化
講
座

「
自
分
で
作
る
夏
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
」

　

自
分
だ
け
の
個
性
的
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

７
月
22
日
㈪
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

●
講
師　

矢
島
万
記
子
氏（
ジ
ュ
エ
リ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

２
５
０
０
円（
材
料
費
、
お

茶
代
含
む
）

●
持
ち
物　

手
芸
用
ペ
ン
チ（
お
持
ち
の

方
）、
ハ
サ
ミ
、
タ
オ
ル
ハ
ン
カ
チ

●
申
し
込
み　

７
月
18
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

募　

集

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
ク
ー
ル

　

花
づ
く
り
を
通
じ
て
、
美
し
く
潤
い
の

あ
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。
自
薦
、

他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
対
象　

団
体
部
門
／
自
治
会
・
育
成
会

な
ど
の
各
種
団
体
が
管
理
す
る
道
路
沿

い
の
花
壇
、
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
。

　

個
人
部
門
／
個
人
が
管
理
す
る
庭
や
玄

関
ア
プ
ロ
ー
チ
、
壁
面
な
ど
。

　

学
校
部
門
／
学
校
や
緑
化
委
員
会
な
ど

が
管
理
す
る
花
壇
、プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
。

※
応
募
期
間
内
〜
審
査
時
に
咲
い
て
い

　

る
花
壇
・
花
が
対
象
。

●
応
募
方
法　

市
役
所
公
園
緑
地
課
、
ま

た
は
丸
子
・
真
田
・
武
石
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
建
設
課
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
案
内
図
・
写
真
を

添
え
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間　

７
月
16
日
㈫
〜
８
月
13
日

㈫
。
８
月
下
旬
に
応
募
書
類
に
よ
る
一

次
審
査
。
一
次
審
査
で
選
考
さ
れ
た
花

壇
は
、
９
月
上
旬
に
現
地
で
二
次
審
査

を
行
い
ま
す
。

　

公
園
緑
地
課　

TEL
23
・
５
１
３
４

信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

●
期
日　

９
月
28
日
㈯

●
場
所　

茅
野
市
運
動
公
園

講
座
・
教
室
／
募
集

＜広告欄＞
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お宝発見！
市内の国指定文化財を紹介するコーナーです。

上田の

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

県
内
最
古
の
仏
像
の
一
つ

「
銅ど

う

造ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

」

●
競
技
種
目　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
弓
道
、
テ
ニ
ス
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

●
参
加
資
格　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

方（
競
技
種
目
に
よ
っ
て
は
、
チ
ー
ム

編
成
に
年
齢
制
限
の
規
定
あ
り
）。

●
参
加
費　

１
人
５
０
０
円（
資
料
、
保

険
料
な
ど
）

●
申
し
込
み　

７
月
31
日
㈬
ま
で
に
、
高

齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
高
齢
者

介
護
課
、
丸
子
、
真
田
、
武
石
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課
に
あ
る
参
加

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
上
田

保
健
福
祉
事
務
所（
合
同
庁
舎
）、
ま
た

は
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
へ（
受
付

順
。
各
競
技
の
定
員
に
達
し
た
際
は
、

お
断
り
す
る
場
合
あ
り
）。
詳
し
く
は

左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー　

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
６
・
３
７
４
１

　

こ
の
仏
像
の
姿
を
詳
し
く
み
る

と
、
髪
は
、
頭
の
上
で
一
束
に
結ゆ

わ

れ
、
両
耳
の
後
ろ
か
ら
肩
に
垂
れ
下

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
頭
の
正

面
、
左
右
の
耳
上
に
飾
り
を
付
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
を「
三さ
ん

面め
ん

頭と
う

飾し
ょ
く

」と
い

い
ま
す
。
下
半
身
の
裙く
ん

と
い
う
袴は
か
ま

の

よ
う
な
着
衣
は
、
右
上
が
り
の
階
段

状
に
折
り
返
さ
れ
た
表
現
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

も
こ
の
時
代
の
仏
像
の
特
徴
的
な
表
現
で
す
。
仏
像
の
作

り
か
た
は
、
蝋ろ
う

型
を
用
い
て
一
回
で
鋳い

上あ

げ
て
い
ま
す
。

　

仏
教
伝
来
か
ら
間
も
な
い
こ
の
時
代
の
仏
像
は
独
特

の
美
し
さ
を

も
っ
て
お
り
、

稀き

少し
ょ
う

な
仏
像
が

私
た
ち
の
身
近

に
存
在
す
る
こ

と
は
た
い
へ
ん

貴
重
で
す
。

全体像

頭部

　

長
福
寺
は
、
生
島
足
島
神
社
に
並
ぶ
よ
う
に
存
在
し
て

い
ま
す
。
こ
の
長
福
寺
に
あ
る
菩
薩
立
像
は
、
も
と
も
と

は
小
布
施
町
の
旧
家
に
伝
わ
る
も
の
で
し
た
が
、
昭
和
13

年（
１
９
８
３
年
）に
長
福
寺
に
移
さ
れ
、
境
内
に
あ
る
八

角
形
の
お
堂「
信
州
夢
殿
」の
本
尊
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
仏
像
は
、
北
安
曇
郡
松
川
村
の
観か
ん

松し
ょ
う

院い
ん

や
長

野
市
の
個
人
蔵
の
仏
像
と
と
も
に
県
内
最
古
の
仏
像
の
一

つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

仏
像
の
表
情
は
、
微
笑
を
た
た
え
た
よ
う
に
柔
和
で
、

体
部
は
丸
み
を
お
び
た
柔
ら
か
な
肉
付
け
で
す
。
飛
鳥
時

代
後
期（
７
世
紀
後
半
）の
小し
ょ
う

金こ
ん

銅ど
う

仏ぶ
つ

の
特
徴
を
示
し
て
い

ま
す
。

＜広告欄＞
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上
田
地
域
広
域
連
合

消
防
職
員
募
集

●
採
用
予
定
日　

平
成
26
年
４
月
１
日

●
試
験
の
区
分
／
種
類
／
受
験
資
格
な
ど

　

消
防
職
／
高
等
学
校
卒
業
程
度
／
昭

和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
広
域
連
合
就
職
後
は
広
域
連
合
管

内（
坂
城
町
を
除
く
）に
居
住
可
能
な
方
。

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
、
地
方
公
務

員
法
第
16
条
各
号（
欠
格
条
項
）の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ

ん
。

●
採
用
予
定
人
数　

６
名
程
度

●
申
し
込
み　

７
月
29
日
㈪
〜
８
月
９
日

㈮（
土
・
日
曜
日
含
む
）午
前
９
時
〜
午

後
５
時
に
、
受
験
者
本
人
が
必
要
書
類

（
①
受
験
申
込
書
、
②
履
歴
書
、
③
定

形
封
筒（
長
形
３
号
、
80
円
切
手
を
貼

付
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
）

を
左
記
担
当
課
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い（
郵
送
不
可
）。

●
第
１
次
試
験　

９
月
22
日
㈰
午
前
８
時

30
分
〜（
受
付
８
時
）

●
そ
の
他　

詳
細
は
、
上
田
地
域
広
域
連

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
募
集
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
総
務

　
　

課　

TEL
26
・
０
１
１
９

審
議
会
等
附
属
機
関
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

◇
共
通
事
項　

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
公
募
に
よ
り
他
の
審
議
会
へ
参
画

さ
れ
て
い
る
方
は
、
応
募
で
き
ま
せ

ん
）。

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
報
酬　

市
の
条
例
に
よ
り
支
給

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書（
担
当
課
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）を

担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。後
日
、

面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　

７
月
22
日
㈪

◇
上
田
市
表
彰
審
査
委
員
会　

●
審
議
の
内
容　

市
の
功
労
表
彰
な
ど
に

関
し
て
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査

審
議
し
ま
す
。

　

秘
書
課　

TEL
22
・
３
４
３
５

◇
上
田
市
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
審
議

　

会
●
審
議
の
内
容　

人
権
施
策
基
本
方
針
に

関
す
る
事
項
の
ほ
か
、
市
長
の
諮
問
に

応
じ
て
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
基
本
的
事
項
を
調
査
審
議
し
ま

す
。

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
３
９
３

「
暴
力
団
追
放
運
動
」

ポ
ス
タ
ー
と
標
語
を
募
集

●
募
集
作
品　

暴
力
団
を
許
さ
な
い
、
暴

力
団
を
排
除
す
る
意
識
の
高
揚
を
訴
え

る
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
標
語
。

●
応
募
方
法　

　

◇
ポ
ス
タ
ー

　

Ｂ
３
判
画
用
紙
で
作
成
し
、裏
に
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
職

業
ま
た
は
学
校
名（
学
年
、
組
）、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
郵
送
で
左
記
送
付
先

へ
。

　

◇
標
語

　

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、性
別
、

職
業
ま
た
は
学
校
名（
学
年
、
組
）、
電

話
番
号
を
明
記
し
、メ
ー
ル（boutsui@

m
x2.avis.ne.jp

）、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
２
６
・
２
３
３
・
３
７
４
１
）な
ど
で

左
記
送
付
先
へ（
何
点
で
も
可
）。

●
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
方

●
締
め
切
り　

９
月
２
日
㈪（
郵
送
の
場

合
は
、
当
日
消
印
有
効
）

●
送
付
先　

〒
３
８
０

－

８
５
１
０　

長

野
市
大
字
南
長
野
字
幅
下
６
９
２

－

２

　
（
公
財
）長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン

タ
ー

●
発
表　

最
優
秀
、
入
選
、
佳
作
は
、
暴

追
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し

ま
す
。入
選
者
に
は
直
接
連
絡
し
ま
す
。

●
表
彰　

最
優
秀
作
品
各
１
点
、
入
選
作

品
数
点
。
10
月
８
日
㈫
上
田
市
民
会
館

で
開
催
す
る
暴
力
追
放
長
野
県
民
大
会

の
席
上
で
表
彰
し
ま
す
。

●
そ
の
他　

作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
入

選
作
品
の
著
作
権
は
、
主
催
者
に
帰
属

し
ま
す
。

　
（
公
財
）長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン

　
　

タ
ー　

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
２
１
４
０

募
集

＜広告欄＞
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　
「
絹
の
文
化
常
田
館
」は
、
平
成
24
年
12
月
末
に
笠
原
工
業
㈱
の
旧

常
田
館
製
糸
場
の
７
つ
の
施
設
が
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
笠
原
一
洋
さ
ん（
左
写
真
中
央
）を
会
長
に

今
年
１
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
１
、２
年
前
か
ら
全
国
各
地
か
ら
の

施
設
見
学
者
が
徐
々
に
増
え
始
め
ま
し
た
が
、
普
段
は
工
場
と
し
て

使
用
し
て
い
る
た
め
、
３
月
下
旬
を
目
標
に
建
物
の
内
装
な
ど
を
整

備
し
、
見
学
者
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の

方
に
来
館
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
４
月
５
日
か
ら
21
日
に
は
、
重
要

文
化
財
指
定
後
初
め
て
の
企
画
展
と
な
る「
達だ
る

磨ま

展て
ん

」を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
製
糸
業
者
に
は
売
り
上
げ
が
良
か
っ
た
年
の
だ
る
ま

を
次
の
年
も
飾
っ
て
お
く
風
習
が
あ
っ
た
こ
と
に
ち
な
ん
だ
も
の

で
、
上
田
商
工
会
議
所
会
頭
の
宮
下
茂し
げ
る

氏
が
所
有
す
る
変
わ
り
だ

る
ま
、
約
３
０
０
点
を
借
用
し
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
、

小こ

見み

山や
ま

洋
一
氏
の

手
作
り
ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
展
、
染

色
家
の
湯
本
左さ

緒お

里り

氏
に
よ
る
座ざ

繰ぐ

り
見
学
と
草
木
染

め
体
験
教
室
も
同
時
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
期
間
中
は
、
２
０
０
０

人
以
上
の
来
場
者
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
の
７
割
以
上
が
市
内
か
ら
の

お
客
様
で
、
笠
原
会
長
は「
地
域

の
方
に
見
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が

と
て
も
良
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
笠
原
会
長
は
平
成
19
年
に
信
州
大
学
で
行
わ
れ
た
シ
ル
ク

サ
ミ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
蚕
都
上
田
の
歴
史
と
遺
産
の
素
晴
ら
し
さ
が

全
国
に
認
識
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
、
近
接
す
る
信
州
大
学
繊
維
学
部

や
上
田
蚕
種
㈱
、
上
田
紬
の
製
造
、
そ
し
て
別
所
、
塩
田
、
塩
尻
地

域
の
風ふ
う

穴け
つ

・
蚕
種
・
養
蚕
関
連
農
家
や
丸
子
の
絹け
ん

紡ぼ
う

製
糸
、
大
屋
駅

舎
な
ど
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、「
新
し
い
蚕
都
上
田
」の
歴
史
と
文

化
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
観
光
案
内
を
行
い
、
こ
の
地
域
が
一
体
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
笠
原
会
長
は「
ま
ず
は
、
お
も
て
な

し
が
で
き
る
体
制
を
整
え
、
お
客
さ
ん
に
た
く
さ
ん
来
て
も
ら
え
る

よ
う
に
し
た
い
。
製
糸
の
歴
史
・
技
術
を
伝
え
る
の
が
私
た
ち
の
役

目
だ
と
思
う
。
案
内
が
で
き
る
人
材
を
周
り
の
力
を
借
り
な
が
ら
育

て
て
い
き
た
い
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

蚕さ
ん

都と

上
田
製
糸
業
の

　
　
　
　
　
　
伝
承
を
紡つ
む

ぐ

絹の文化常田館

〈事業の紹介〉
絹の文化常田館では、旧常田館
製糸場の７施設が国の重要文化
財に指定されたことをきっかけ
に、わがまち魅力アップ応援事
業に応募し、平成25年度から
「製糸業と繭

まゆ

倉
ぐら

の履歴研究と伝
承」に取り組んでいます。
今後は、年に１、２回の頻度で
企画展を開催したり、市内外か
らの見学客が製糸業の歴史を知
り、楽しめるように、観光ボラ
ンティアなどを育成するといっ
た、おもてなしの体制づくりを
行う予定です。

笠か
さ

原は
ら

一か
ず

洋ひ
ろ

さ
ん

＜広告欄＞



四ツ葉ス
ケッチ

　６月１日から８月31日ま
での土日曜日に、真田三代ゆ
かりの地を約２時間で巡る周
遊ツアーの試験運行が行われ
ています。
　真田地域は、傾斜地が多く、
また真田氏にゆかりのある真
田氏本城跡や長

ちょう

谷
こく

寺
じ

などの名
所・旧跡が点在していること
から、観光客が徒歩や自転車
でこれらを巡ることは大変で
す。そこで、大型タクシーに
よる周遊ツアーを運行し、今
まで以上に観光客の皆さんに
満足してもらおうと企画され
ました。
　初日の午前の部には８名が
参加。運転手からの解説に、参加者からは質問も出されるなど、和やかで楽しいツアーとなりました。
　参加者は「高校で日本史を専攻したが、真田氏のことは知らないことがあった。ガイドの説明が良
かった」、「勉強になった。坂が登れず帰ってしまう人もいると聞いた。タクシーツアーはあった方が
良い」と話していました。
　また、ガイドを担当したタクシー運転手は「より良いツアーになるために、大勢の人に参加してほ
しい」と話していました。

真
田
氏
の
歴
史
を
巡
る

真
田
三
代
ゆ
か
り
の
地
周
遊
ツ
ア
ー
試
験
運
行

　
〝
牛
乳
で
乾
杯
！
〞今
年
で
５

回
目
と
な
る
美
ヶ
原
牧
場
放
牧

祭
り
が
５
月
26
日
に
開
催
さ
れ
、

親
子
連
れ
な
ど
約
８
０
０
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

放
牧
さ
れ
た
牛
は
、
冬
を
麓ふ
も
と

の

牛
舎
で
過
ご
し
、
春
の
訪
れ
に
あ

わ
せ
て
美
ヶ
原
高
原
へ
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
放
牧
さ
れ
、
日
光
を

浴
び
、
の
び
の
び
と
高
原
を
歩
き

育
つ
こ
と
で
、
牛
は
心
身
と
も

に
健
康
に
な
り
お
い
し
い
お
乳
が
出
る
の
だ
そ
う
で

す
。

　

ま
た
、
放
牧
の
歴
史
は
古
く
、
古
来
か
ら
人
の
手

が
入
り
、牛
や
馬
が
歩
き
、草
を
食
べ
る
こ
と
で
美
ヶ

原
の
草
原
景
観
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
天
気
も
良
く
、
訪
れ
た
人
は
気
持
ち
よ

さ
そ
う
に
、草
を
食は

む
牛
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
美
し
の
塔
周
辺
で
は
も
ち
つ
き
大
会
や
鹿
肉

カ
レ
ー
の
振ふ
る

舞ま

い
な
ど
も
行
わ
れ
、
長
蛇
の
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
。初
め
て
美
ヶ
原
を
訪
れ
た
人
は「
広

く
、
周
り
に
は
空
と
草
原
し
か
見
え
な
く
て
、
こ
こ

で
の
ん
び
り
過
ご
し
て
い
る
牛
た
ち
を
見
て
い
る

と
、
の
ど
か
で
癒い
や

さ
れ
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
美
ヶ
原
牧
場
に
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
約

３
５
０
〜
４
０
０
頭
の
牛
が
放
牧
さ
れ
ま
す
。

美ヶ原牧場で放牧祭り
日本一高く、広大なエリアに牛を放牧
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　６月２日、鹿教湯温泉地区で「お米
のお兄さんプロジェクト」による田植
え体験が開催され、市内の家族連れな
ど約40人が参加しました。
　このプロジェクトは、旅館の若旦那
たちが主となり、米作りを通して温泉
と農作業体験を楽しんでもらうことを
目的として昨年発足しました。
　当日は、地元農家の小

こ

宮
み

山
やま

耕
こう

平
へい

さん
（西内）から「お米は人間と一緒でさみ
しがりやで、植える苗が多くても少な
くてもストレスを感じるようです。お
米の声に耳を傾けながら植えてみてく
ださい」と説明があり、参加者たちは、
一
いっ

反
たん

歩
ぶ

（約10ａ
アール

）の田に裸足で入り、
酒米ともち米の苗を手で植えました。
　昼食には、昨年収穫したお米で作っ
た塩おにぎりが振る舞われ、「ここに
いるお兄さんたちが作ったなんて、す
ごい」と、お米の話題で、参加者に笑
顔が広がりました。
　プロジェクト代表の斎

さい

藤
とう

重
しげ

憲
のり

さん
（西内）は、「賑やかで楽しい田植えが
できて最高の気分です。これから畔

あぜ

ま
わりの草取りや秋の稲刈り、脱穀など
のイベントを企画しています。参加し
たい方は鹿教湯温泉観光協会へお問い
合せください」と爽やかに話していま
した。

　

新
緑
の
ま
ぶ
し
い
５
月
25
日
、
別

所
線
と
走
ろ
う
、
歩
こ
う
! !
ラ
ン
＆

ウ
ォ
ー
ク
と
塩
田
平
サ
イ
ク
リ
ン
グ

が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
お
よ
そ

５
０
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー
と
40
名
の
自

転
車
愛
好
家
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
別
所
線
と
地
域
の
振

興
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
企

画
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
５
回
目
、
２
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
上
田
駅
を
ス
タ
ー

ト
し
た
後
、
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
で
は
、

別
所
線
沿
い
と
山
寺
巡
り
の
約
20
㎞

２
種
類
の
コ
ー
ス
を
、
走
っ
た
り
歩

い
た
り
、
時
に
は
別
所
線
に
乗
っ
て

移
動
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ス
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
ま
た
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
20
㎞
と
40
㎞
の
２

コ
ー
ス
が
あ
り
、
薫く
ん

風ぷ
う

の
中
を
颯さ
っ

爽そ
う

と
走
り
抜
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

途
中
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

か
ら
飲
食
物
な
ど
の
供
給

の
ほ
か
、
バ
ン
ド
の
生
演

奏
も
あ
り
、
参
加
者
た
ち

は
疲
れ
を
癒
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
補
給
し
て
い
ま
し

た
。
ゴ
ー
ル
の
あ
い
そ
め

の
湯
で
は
、
ふ
る
ま
い
鍋

や
地
元
特
産
物
の
販
売

ブ
ー
ス
、
絵
本
ラ
イ
ブ
や

ア
フ
リ
カ
ン
ダ
ン
ス
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
で
賑に
ぎ

わ
い
ま

し
た
。中
澤
修
二
さ
ん（
上

田
原
）は「
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
20
㎞
コ
ー
ス
に
仲
間
と

参
加
し
ま
し
た
。
天
気
も

良
く
、
景
色
も
最
高
で
し

た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

別所線と走ろう、歩こう!!イベント開催

さわやかに塩田平を駆け抜けて

鹿
教
湯
温
泉「
お
米
の
お
兄
さ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」田
植
え
体
験

我
々
と
一
緒
に
お
米
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！
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人口：161,351人 男：78,815人 女：82,536人 世帯数：65,476世帯
　　　（3,471人） 　　（1,595人） 　　（1,876人）

人の動き（平成25年６月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。

　
「
上
田 

道
と
川
の
駅
」は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
憩
場
所
で
あ

る
と
共
に
、地
域
の
活
性
化
と
交
流
の
拠
点
で
す
。
私
た
ち「
お

と
ぎ
の
里
」は
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
、
地
域
特
有
の
資
源

を
活い

か
し
て
解
決
し
よ
う
と
住
民
な
ど
が
集
ま
っ
た
団
体
で
、

「
上
田 

道
と
川
の
駅
」を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
24
日
、「
上
田 

道
と
川
の
駅
」の
脇
を
流
れ
る
浦
野
川

で
、
上
小
漁
業
協
同
組
合
の
協
力
に
よ
り
、
恒
例
の
鮎あ

ゆ

の
稚
魚

放
流
会
が
実
施
さ
れ
、
川
辺
小
学
校
の
４
年
生
約
90
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
お
と
ぎ
の
里
か
ら
、
児
童
た
ち
に
漁
の
方
法
や
鮎

の
雌
雄
の
見
分
け
方
な
ど
、
魚
の
生
態
や
川
の
環
境
に
つ
い
て

話
を
し
た
後
、
児
童
た
ち
は
、
漁
業
組
合
の
方
か
ら
稚
魚
を
入

れ
た
バ
ケ
ツ
を
手
渡
さ
れ
、「
元
気
に
育
っ
て
ね
」と
次
々
に
稚

魚
を
浦
野
川
に
放
っ
て
い
ま
し
た
。

　

放
流
会
は
、
緑
豊
か
な
自
然
や
川
に
親
し
み
、
児
童
た
ち
が

成
長
し
た
後
も
再
び
こ
の
地
を
訪
れ
て
も
ら
お
う
と
企
画
し

て
、
今
年
で
12
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
１
回
目
の
放
流
会
に
参

加
し
た
児
童
た
ち
も
、今
で
は
20
歳
を
過
ぎ
ま
し
た
。
地
域
間
・

世
代
間
交
流
に
よ
り
、
持
続
可
能
で
豊
か
な
地
域
が
創つ

く

ら
れ
る

こ
と
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

　

今
年
５
月
、「
上
田 

道
と
川
の
駅
」に
、
新
た
な
食
堂
と
物

販
所
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今
後
も
様
々
な
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
大
き
く
育
て
」願
い
を
込
め
て
鮎
の
放
流
会

記
事
投
稿
／
上
田
道
と
川
の
駅
お
と
ぎ
の
里

災害や安全・安心に関する情報をいつでも、どこでも

緊急情報はメール配信で
登録は、次のアドレスに空メールを送るか、
右の二次元バーコードをご利用ください。
mail_reg@www.city.ueda.nagano.jp
　  広報情報課　TEL71・8080 登録アドレス

ご意見をお寄せください
「広報うえだ」へのご意見・ご要望などを
お寄せください。▲

郵送　〒386・8601　住所不要　上田市広報情報課宛▲

TEL　71・8080　

▲

FAX　23・5241▲

Eメール　koho@city.ueda.nagano.jp▲

上田市ホームページ　http：//www.city.ueda.nagano.jp/
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